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第一章












「有紗、俺と別れて欲しいんだ」

　優しい色合いの照明に照らし出された白い壁と窓際には観葉植物が置かれている。その中に置かれたテーブルや椅子はシックでおしゃれなものだった。

　そんなカフェで岩下いわした有紗ありさは外から聞こえる雨音をＢＧＭにし、五年間つきあっていた恋人からの別れ話を他人事のように聞いていた。

「どうして、別れようなんて言うの？」

「ほかに好きな人ができたんだ」

「そう……。なら、しかたないよね」

　彼氏から別れ話をされているというのに、有紗は心のどこかでほっとしている自分がいた。普通ならもっと違う感情になるかと思っていたのに、恋というものはそれほどでもない。

　それとも、有紗が恋人だった佐橋さばし秋成あきなり以外とつきあった経験がないからだろうか。

「有紗ってこんな時でもクールだよな。なんて言うか、もっと引き止められると思っていたよ」

「私が引き止めたところで考え直してくれるの？　秋成くんはその程度で別れたいと言ったの？」

「そうじゃねえよ……」

「だったら、そういうことを言わないで」

　秋成は有紗の言葉に不満そうに口を尖らせているが、別れ話を切り出した本人にそんな顔をされるのは違うだろう。そもそも、恋人と呼べるほどのつきあいをしていたのかと考えてしまうぐらいだ。

　つきあいはじめたのは大学時代だが、就職してからはお互いに忙しくて会う暇もほとんどなかった。製薬会社で営業をしている秋成と、大手企業の社長秘書をしている有紗。

　そんなふたりが、いつからかすれ違ってしまったのは言うまでもない。

「学生の頃はいつでも会えたのにな……」

　寂しそうな表情でコーヒーに口をつける秋成を見ながら、アイスティーをストローでかき回す。学生の頃は似合わなかった彼のスーツ姿も、年を重ねるごとに似合うようになっていた。

　時々簡単に割り切ってしまう自分が寂しくなるが、性格がドライなのだと結論づける。

「好きな人ができたのはしかたがないじゃない。だから、そんな顔をしないで」

「ごめん……」

「別に、秋成くんを責めているわけじゃないから謝らないで」

　いくら謝られたところで人の気持ちなんて変わりようがないし、それだけの恋だったのだろう。それとも、別れたくないとすがりつくべきなのかすら、いまの有紗にはわからず、窓を伝う雨だれを眺めることしかできなかった。










（別れるって、こんなにあっさりしたものだったんだ……）

　秋成と別れて、傘をさして雨の街を歩く。お気に入りのオフホワイトのワンピースと茶系のパンプスが濡れてしまうのは憂鬱だが、こんな日にはお似合いの天候だと思う。

　いくら心のどこかでほっとしたとはいえ、恋人と別れたのだから多少なりとも感傷的になるのはあたりまえだ。

「って、今日はどうしよう……。楓花の家に行っても仕事してるだろうし」

　デートだと思って家を出てきたのだから、このまま帰るわけにもいかず、在宅の仕事をしている友人を思い出す。しかし、訪ねたところで秋成の話になるのかと考えると気が進まない。

　結局は行くあてがないので脚が駅に向かい、自宅に帰って明日のスケジュール確認をするべきかと思い悩む。こんなときに仕事のことを考えるのもあれだが、社長秘書という仕事をしていればその辺りの確認も必要なのだ。

　晴れていれば街をぶらぶらする選択肢もあったのかもしれないが、そんな気分にもなれずに駅のホームに向かう。

　会社に就職してからはすれ違いが多くなってしまったこともあり、いつかこんな日が来ることはわかっていた。そのはずなのに、いざその場に直面すると強気な性格の自分が出てしまったのだ。

　――もう少し、自分の気持ちが恋のベクトルに向かっていたら結末は変わっていたのだろうか？　ふと、そんなことを考えながら、空からポツポツと降ってくる雨粒をただ見つめていた。










　最悪だった週末が終わり、目を覚ますとカーテンの隙間から眩しい光がこぼれる。どんなに憂鬱だとしても仕事に行かなくてはならず、有紗はため息をつく。

　心にぽっかり穴が開いたような感覚になるのは、ようやく秋成と別れた実感が胸にこみ上げてきたからだろう。

（これでよかったんだよね……）

　ほんの少し寂しさはある。その気持ちを拭ってカーテンを開けると、昨日までの雨が嘘のように穏やかに晴れ渡っていた。

　けれどいつまでも空を見上げているわけにも行かず、再びカーテンを引いてから自室を後にして浴室へと向かう。

　階段を下りるとこんがりと焼けたベーコンの香ばしい香りが漂う。母が朝食を作っているのだろうと察してキッチンを覗く。

「あら、おはよう、有紗。今日は早いわね」

「私だって、たまには早く起きることだってあるわ」

「いまや社長秘書だもの。社会人の自覚ができて当然よね」

　おっとりとした口調だが厳しい母の言葉にムッと頬を膨らませる。いつまでも子供扱いをされているのが悔しいが、自分のことをわかりきっている母に反論ができない。

　強気に振る舞っているものの、いつまでたっても大人の女性らしさに欠けている。それが有紗の短所だ。

「私、シャワーを浴びてくるわ。今日は社長も会社にいるから、早く出勤しないといけないの」

「あんな素敵な社長さんとずっと一緒にいられるなんて、うらやましいわ」

「社長がいい男なのはわかるけれど、秘書は間違ってもそういう対象になりません」

「つまらないわ。社長と秘書なんてロマンスが生まれそうなのに……」

　どこの受け売りなのか、母は心底残念そうにため息をつく。仕事で遅くなった時は、社長である椎名しいな荘介そうすけが、自ら両親に挨拶をするのだから親にとっては好印象なのだろう。

　入社当時はどうしてと思っていた。だが、前の秘書は年配の男性だったし、椎名が紳士的な社長だからと思うことにする。

　決して、ロマンスに発展するような関係ではないはずだ。

「とっ、とにかくシャワーを浴びてくるからっ！」

　母の妄想につきあっていられず、キッチンを後にして浴室へと向かう。もっとも両親は有紗に彼氏がいたことすら知らないのだから、この手の話をしてきてもおかしくない。

　つまり秋成とはその程度の関係でしかなかったし、お互いに結婚を意識していなかった。そんなことを考えて服を脱ぎ捨て、シャワーを浴びる。

　ストレートの長い髪を素早く洗いトリートメントをしてから、泡立てたスポンジで身体を洗う。

「秋成くんに感じることができたら……別れずに済んだのかな」

　一番ありえないと思っていた可能性が頭に浮かび、首を横に振る。

　キスをしたのも、セックスをしたのも秋成しかいないし、ほかの誰かと比べようがない。それどころか、また、相手をがっかりさせてしまうのではないかと考えると次の恋をというわけにもいかなかった。

「まっ、そんなことを考えてもしかたがないか……」

　彼氏と別れてすぐに次の可能性などありえないと結論づけてから、シャワーのコックを捻った。










　着替えを済ませてから再びキッチンへ行くと、父と妹の莉奈りながダイニングテーブルに座っていた。

「おはよー。お姉ちゃん」

「あんたは脳天気でいいね。本当に」

　話すかトーストを囓るかどちらかにしろと言いたくなるほどおしゃべりな莉奈は、朝から元気がありあまっている。

「そういえば、お姉ちゃん。いいかげん社長さんとくっついた？」

「って、人の顔を見るなり社長の話をしないでくれる」

「あんないい男がいっつもそばにいるんだよ？　少しはときめくこともあるでしょう」

「お母さんと同じことを言わないでよ。まったく……」

　母どころか高校生の莉奈もまた椎名のファンらしく、顔を合わせるたびにそんなことを聞いてくるから困る。だから、会社は仕事をする場所なのだと声を大にして言いたい。

「社長さんなら、いつお嫁にいってもかまわないわよ」

「だから、社長と私がそんなことになるわけがないでしょ！」

「そんなのわからないじゃない。相手は超がつくほどの紳士なのよ」

「それは認めるし、私だって社長を尊敬してるけれど……」

　この母子と会話をしていたら頭がおかしくなりそうなので、適当にあしらってベーコンエッグを頬張る。よくもこれだけ母と妹を夢中にさせられると感心するが、考えてみれば女子社員たちも同じようなものだからしかたがない。

　そんなことを考えながら朝食を食べ終え、慌ただしく自分の部屋に戻って会社にいく準備をした。










　電車に乗り、五駅ほどで会社の最寄りの駅に到着する。自宅がある場所は閑静な住宅街だが、がらりと風景が変わったオフィス街はサラリーマンやＯＬたちで賑わい、オフィスビルが建ち並んでいた。

　昨日まで降り続いた雨のせいで、街路樹が雨の雫に濡れてキラキラと輝いている。そんな中、白系のスーツを身に纏った有紗はヒールを慣らして颯爽と歩く。

　大学を卒業してから三年、毎日のように通っている通勤路には目立った変化はない。新しく建てられたコンビニやカフェなどはいくつかあるが、はじめは目新しさを感じるがいつの間にか、あるのがあたりまえになっていた。

　そこで自分が勤めている広告代理店、『電龍堂』が見える。全面ガラス張りの建物は太陽の光を反射し、眩い光を放っていた。

（よし、落ち込んでいる暇なんてないよね）

　社員になってからも緊張させる建物を前にぐっと背筋を伸ばし、社内へと入っていく。そこで有紗よりも少しだけ背が高く、すらりとしたモデル体型をした桜田さくらだ弥生やよいの姿を見つけた。

「おはよう、有紗。今日は早いね」

「いつもよりちょっと早く来ただけじゃない」

　明らかに自分をからかってくる弥生に、ツンとしながらも答える。まるで子供扱いをされたような気分になるからだ。

「そんなにツンツンしなくてもいいじゃない。有紗は本当にかわいいなぁ」

「また、子供扱いをして……。こう見えて私だって大人なんだから」

「だから、そこでむきになるからかわいくてしかたないの」

　小動物系のかわいらしい顔立ちをしている有紗は、友人から妹扱いをされることが多い。そのために大人の女性としての品位を身につけたいが、なかなかうまくいかなかった。

「もう、弥生は本当にいじわるなんだから」

「はいはい、そんなことを言ってないで仕事だよ。社長専属秘書さん」

　同期の中では一番の親友だからこそ、弥生は有紗にかまうことなく歩みを進める。けれど、これがいつものやりとりなのでホッとしてしまう自分もいた。

　そんなことを考えて女子更衣室へと行き、おしゃべりをしながら着替えを済ませた。










　女子更衣室を出て弥生と別れると、すぐに最上階にある社長室に向かう。この会社に入社してからずっと椎名付きの秘書をしているせいもあり、手際よく作業をこなせるようになった。

　景色を見渡せる大きな窓から陽のあたる部屋は、高級感が漂う家具が置かれている。そこでドアが開かれ、ぐっと背筋を伸ばす。

「おはようございます……、って、新一先輩か」

　椎名が来たのだと思い込んでいたが、秘書課の室長で大学時代の先輩でもある堀川新一だとわかり、肩の力を落とす。

「俺で悪かったな。ところで、昨日はずっと電話が繋がらなかったけどなにかあったのか？」

「えっ……。そういえば電源を落としたままだった」

「そんなことだろうと思ったよ。でも、楓花ふうかが心配してるから電話をしてやってくれ」

　サークルの先輩だった新一とは仲がよかったこともあり、社員がいないところではこんな調子で話している。新一が室長になってからは、身内で固められているような気もするがそこは考えないことにしていた。

「しかし、おまえも難儀な奴だよな……」

「えっ……？」

「いや、こっちの話だから気にするなよ」

　なにがこっちの話だというのかわからないが、聞いたところで答えをそらされるだけなので聞き流す。そこで再び、社長室のドアが開くと精悍な顔つきをした、背の高い男性が入ってくる。

　銀縁の眼鏡が知的な印象の目鼻立ちが整った彼は、この会社の社長である椎名荘介。二十九歳になるやり手の敏腕社長だ。

　五年前にこの会社を立ち上げ、瞬く間に上昇企業へ導いたことで知られる若きエリートだった。

「おはようございます。岩下さん」

「おっ、おはようございます、社長」

　柔らかそうな物腰で挨拶をする椎名は、優しそうな面持ちでにこりと有紗に微笑む。すると新一の姿を見つけたらしく、有紗から背を向ける。

「堀川くんもこちらにいらしてたのですね」

「俺は……その。失礼しました」

　どうしてなのか椎名に怯えているらしい新一は、すぐに一礼をして踵を返す。その姿はヘビに睨まれた蛙のようにさえ思うが、その理由すら誰に聞いても教えてもらえない。

　そこで身体の向きを変えた椎名に見つめられ、有紗の鼓動は無意識に高鳴った。

「なにがあったのですか？」

「えっ……？」

「今日のあなたは少し寂しそうな顔をしています。慰めてあげたくなるほど……」

　蠱惑的な椎名の瞳が有紗のなにもかもを射抜くように見つめ、いままでにない距離感に鼓動が熱く高鳴る。これまでの人生で男性にこんなふうに見つめられたことなんてなかったし、秋成だってこんな顔をしなかった。

「そうだ、今日は一緒に食事でも行きませんか？」

「はっ、はい!?」

「一度、岩下さんとプライベートで食事をしてみたいと思っていました。あなたは私の個人秘書として、よくやってくれていますから」

（なんで、社長が私を食事に誘うの？　意味がわからないんですが！）

　あまりにも予想外な誘いに混乱して、思考が追いつかない有紗に椎名は不敵に微笑む。一瞬だけ獰猛な野獣の目をしたような気がしたが、すぐにありえないと頭を横に振る。

　優しくて穏やかな椎名が間違ってもそんな目をするはずがないし、ありえないだろう。

　――でも、秋成くんと別れたからって、男の人と食事なんかしていいのかな？

　彼氏に振られたからと言って、すぐにほかの男に乗り換える安い女のようでちょっとためらう。

　だが、相手は社長である椎名だし、ここで断る理由もないだろうと考え直す。

「私でよかったら、お付き合いします」

「よかった。岩下さんに断られるのではとひやひやしましたよ」

　そう言って笑う椎名は、いつも通りの穏やかな笑みを浮かべてくる。疲れているだけだと思い直して、手に持っていたタブレットのスケジュールを読み上げた。

　心に罪悪感が残ったまま、椎名の誘いに乗ってもよかったのだろうかと困惑するしかなかった。










　普段通りに仕事をこなし、気がつけば終業時間を迎えてもなお、有紗は椎名の誘いに翻弄されていた。社長自ら食事に誘われたのだから、断るのも失礼だとはわかっているがどうしてもためらう。

　しかし、恋人から別れを告げられたばかりの有紗はどうしてもふんぎりがつかなかった。

（別に、秋成くんと別れたんだから気にすることはないのに……）

　椎名から食事に誘われたのは何度かあるし、あくまでも仕事の一環としてつきあったことも少なくはない。だが、プライベートで誘われたのは今日がはじめてだった。

　そこで椎名と視線が合い、有紗の胸が高鳴る。

「岩下さん、着替えを済ませたら地下の駐車場に来ていただけますか？」

「えっ……」

「今朝の約束を忘れたわけじゃないですよね？　岩下さん」

「もっ、もちろん忘れるわけがないじゃないですか？」

　端正な顔を近づけてきた椎名が眼鏡をずらした瞬間、その瞳が鋭く光ったような気がして視線をそらす。見たこともない野性的なまなざしに脚が竦み、約束を断れないと悟る。

（社長って、こんな人だったっけ……？）

　目の前にいる椎名が別人のように思えるのはどうしてなのかわからず、近かった顔が離れてほっと一息をつく。

「では、地下の駐車場で待ってますよ」

「はっ、はい……」

　なにが起きたのか定かではない。けれども約束が絶対のものになったことだけはわかる。踵を返して椎名から顔を背けるものの、あの瞳はなんだったのだろうと首を傾げるほかはなかった。










　外国産の高級車に乗せられて都心の高層ビルに到着すると、椎名の後を追いかけてエレベーターに乗る。だが、有紗は依然として困惑を隠し切れずにいた。

「あの……、どちらに向かわれるのですか？」

「三十八階にあるレストランを予約してあります」

「そのお店って、かなりの高級なデートコースじゃないですか!?」

「プライベートで女性をお誘いするのですよ。このくらいはあたりまえですよ」

　涼しげな顔で穏やかに微笑む椎名は、五歳しか違わないのに完璧な大人の男性だ。社長をしているのだからあたりまえのようにも感じるが、老成した雰囲気がある。

　――って、感心している場合じゃなくて！

　一瞬だけ場の雰囲気に飲まれかけて有紗が自分に突っ込みを入れると、椎名の穏やかな笑い声が耳に響く。

「私がお誘いしたのですから、そんなに心配しないでください」

「へっ!?」

「あなたはそのかわいい顔を、私だけに見せてくれたらいいのです」

（まっ、待ってください！　って、どうして、そんなことをさらりというんですか？）

　彼氏がいたとは言え、圧倒的に恋愛スキルが足りない有紗は立ち尽くす。椎名がこんなことを言い出すなんて想定外すぎるし、それを受け入れられるほど大人でもない。

「あまりかわいすぎると、悪い狼を誘ってしまいますよ？」

「狼って……」

「冗談ですよ。ほら、お店につきましたのでエスコートをいたしますよ。お姫様」

　そう言いながら椎名は有紗の手を取ると、優しく微笑む。これでは本当にデートをしている気分になるだろう。

　少なくても、女が勘違いをするような魔法をかけているのは間違いないと勘ぐり、エレベーターを降りて店内へと入る。大きな窓から夜景が一望できる空間でウエイターに案内をされて席に着く。

「夜景がすごく綺麗！」

　落ちついた雰囲気の店内だというのに感嘆の声を漏らすと、椎名はウエイターに注文をしている。そのしぐさでさえ完璧な紳士だと思う。

「私は運転するのでアルコールを口にしませんが、岩下さんはお酒でいいですか？」

「はい。でも、お酒はあまり飲めませんが……」

「じゃあ、私はコーヒーで、彼女にはいちごのスムージーのカクテルを」

「かしこまりました」

　いくら椎名との食事とはいえ、なにを頼めばいいかすらわからない有紗は彼にすべてをまかせる。だが、まるで有紗がいちごが好きだと知っているかのように、ピンク色の飲み物を指で差したことに驚いた。

　なにかの話題で好きな食べ物の話をした記憶はあるが何年も前のことだ。それなのに、そんな些細なことを覚えていたと思うと不思議でしかたがない。

「それで、なにがあったんですか？　私でよかったら話を聞きますよ」

「えっ……？」

「今朝の続きです。なにがあったのかわかりませんが、そんな悲しそうな目をして……」

　誰にも気づかれないと思っていた。なのに、有紗を射抜くように見つめるその瞳に、嘘をつけないと感じる。

　どうしてこんなにせつなそうな顔をするのかわからない。けれど、椎名に誘導されながら秋成とのことを口にした。

「もったいないですね。その彼氏は、自らこんなかわいい女性を手放したのですから」

「そんなことありませんし、私はかわいくないです」

「私だったら、一秒だってあなたを離したりしませんよ。ただでさえ、誰に連れさらわれるか心配でたまらないのに」

「あの……？」

　なにかがおかしい。

　そう思うのは自分だけなのだろうかと思案するが、どうしても社長と秘書の関係を逸脱しているようにすら聞こえる。冷静でいられない自分の脳内が、ありもしない妄想をしているのかもしれない。

　そうでなかったら、紳士な社長が自分を口説くわけがないだろう。そう分析して窓の外を眺めて気持ちを落ちつかせる。

「そんなにこの夜景が気に入りましたか？」

「いっ、いえ……」

「あなたは本当にかわいらしくてたまりません。恋人と別れたのなら私が手に入れたくなる」

「かっ、からかわないでください」

　胸の高鳴りが抑えきれないまま、有紗はうつむくことしかできず小さなため息をこぼす。今日の椎名は少々……いや、かなりいじわるだと恨めしい。

　そこで席に来たウエイターがテーブルに料理を並べていき、会話が途切れた。

（こんな社長なんて知らないし、変に緊張しちゃうじゃない……）

　つきあっていた経験があるとはいえ、恋愛経験がないに等しい有紗には椎名をあしらうことなどできるはずがなかった。

「さぁ、食事が来たので食べましょうか？」

「……はい」

　そこにいるのはいつもの穏やかで優しい椎名だ。なのに、時折見せてくる彼に翻弄されながら牛ロースと旬野菜のグリルを口にする。

　口の中に肉の旨みがじゅわっと広がり、有紗はいつの間にか幸せな気分になった。

「おいしいです」

「岩下さんが喜んでくれるなら、それでいいのですよ」

「社長はやっぱり大人の男性ですね」

「あなたの知らない私がいるかもしれませんね」

　冗談まじりの声にからかわれていると判断し、無意識に肩の力を抜いて料理を楽しむ。そうでなければ堪能できないと考えながら、フォークを口に入れた。










　エレベーターの中で椎名とふたりきりになる。先ほどまでは食事を楽しむことで精一杯だったが、改めて考えるとやはり社長と秘書の関係を逸脱しているように思う。

　そんなことを考えているのは自分だけなのだろうなと考えてしまう。

「岩下さん、私とお付き合いをしてみませんか？」

「……えっ？」

「私と結婚を前提につきあって欲しいのです」

「なにを言って……」

　なにを言っているのですかと切り返そうとしたが、有紗は唇を塞がれて言葉を出せなかった。しかも優しく啄まれたかと思えば、わずかに開いた隙間から舌が侵入する。

　――待って！　どうして社長にキスをされているの？

　キスをされるのは初めてではないし、処女でもない。なのに、甘く蕩けるような感覚は生まれて初めてだった。

　舌先で歯列をなぞられているだけなのに肢体がぞくりと震え、官能的にすらも思える。

「岩下さんの彼氏に立候補してもいいですか？」

　キスだけで力が抜け、いまにも崩れ落ちそうな身体を抱きしめられてその言葉をささやかれる。考える思考ですらも奪われてしまったかのようで、有紗は脚に力をこめた。

「覚えておいてください。岩下さん」

「なにをですか……？」

　言い放たれた言葉の意味がわからず、思わず彼を見つめ返す。すると椎名は眼鏡を外し、その精悍な美貌を見せつけてくる。

　銀縁の眼鏡の奥に隠された野性的な瞳に思わず胸が高鳴った。

「かならず俺だけのものにするから覚悟しろよ。有紗」

「えっ？　社長……？」
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　眼鏡を外しただけで印象ががらりと変わった椎名に、目をぱちくりさせる。しかも口調すら変われば、もはや別人のようにすら感じる。

　ほろ酔い加減になったせいで、ありえない妄想に拍車がかかっているだけだ。有紗はそう自分に言い聞かせることが精一杯だった。


















第二章












　翌日の朝――。

　頭が混乱しながらも、どうにか会社に出勤した有紗は社長室に到着し、ため息をついて昨日の失態を後悔する。そもそも、椎名の前で少量だとしてもアルコールを口にしたのが間違いだったのだろう。

　自分の部屋で目を覚ましたときは夢だと思い込もうとした。なのに、唇に残った椎名の感触がリアルすぎてぐるぐると思い悩む。

　秋成と初めてキスをしたときでもこんなものかと思っていた。そのはずだったのに身体に残ったゾクゾク感がいまだに消えない。

　――どうして私、こんなに冷静になれないの？

　よくわからない感覚に襲われ、有紗は自分が自分でなくなりそうで怖い。そこで、社長室のドアが開くと、いつもと変わらない椎名の姿があった。

「おはようございます。岩下さん」

「おっ、おはようございます。社長」

　いつもの挨拶なのに明らかに意識しすぎて、動揺してしまう。そんな自分が情けなくて泣きたくなる。

「なにを緊張してるんですか。いつものあなたでいればいいのに」

「それは社長が！」

「私がなにをしたんですか？　もしかして、昨日の告白のことですか？」

「ちがっ……じゃなくて、申し訳ありません」

　自分だけが動揺していることが悔しくて、それを悟られないように冷静な態度をとる。いままでは紳士的で尊敬できる社長だったのにと思うと、困惑するしかない。

「会社ではあくまでも紳士でいますが、そんなにプライベートの私を気に入られたのですか？」

「そうじゃなくて、性格が違いすぎると思って……」

「一般社員には見せない素顔ですよ。でも、あなたには本当の私を知って欲しい」

　耳元で甘くささやいてくるその声は、明らかに有紗をからかっているのだろう。そう思うと悔しいが、社長秘書として働いていたのに見抜けなかったことが腹立たしい。

　それ以上に素顔を見せつけてくる椎名が、なにを考えているのか理解に苦しむ。

「ど、どうして私なんですか。昨日まではただの社長と秘書だったのに……」

「あなたに彼氏がいたからでしょう？」

「でも……」

「それとも強引に奪われたかったのですか？　それなら申し訳ない」

「彼氏がいるのに強引に奪われたいなんて、絶対に思いません！」

　まじめな性格ゆえ、曲がったことが大嫌いな有紗にとって浮気はありえない。だからこそ彼氏がいる時点でつきあって欲しいと言われたら、その時点で相手を軽蔑していただろう。

　そう考えると椎名の言っていることもわかる気がするが、どうしてこのタイミングなのだろうと不思議でならない。

「岩下さんの一途な性格は、私にとっても魅力的ですから」

「なっ、なにを言っているんですか？」

「私は結婚を前提にあなたとつきあいたいと思っているので、そのくらいの貞操観念があるほうが好ましいのですよ」

「……スケジュールの確認をはじめてもいいですか？」

　これが本当の椎名だと言うのだろうか？　だとしたら、有紗の知っている彼は作られたものなのかもしれない。

　そう判断してタブレットを取り出し、スケジュールを読み上げていく。しかし、いつもとは明らかに様子の違う椎名に翻弄されるばかりだった。










　休憩時間になり、秘書室へとやって来た有紗は疲労でため息をつく。椎名の変わりように振り回される自分が嫌になるが、どう対応していいのかわからない。

「どうした？　有紗。今日はずいぶんご機嫌ななめだねぇ」

　そこで机に湯気の立ったマグカップが置かれて振り返ると、先輩の楠くすのきゆかりがいた。専務付きのゆかりは有紗が入社した当時から面倒を見てくれている。

　ショートヘアの似合うボーイッシュな雰囲気がある彼女だが、とても綺麗で、姉御肌気質の女性だ。

「私、人を見る目がなかったと反省しているんです」

「なにかあったの？」

「いえ、そういうのではありませんが……」

　椎名の豹変ぶりに悩んでいるとは言えないので、ごまかしながらゆかりの入れたコーヒーに口をつける。ミルクと砂糖が入った甘い匂いが有紗の心を落ちつかせた。

「悩みがあるならひとりで抱え込まないでよ。また、女子社員にやっかみでも言われたかと心配になる」

「本当にそういうのではありません」

「ただでさえ、社長秘書というだけでやっかみを言う人も多いから」

　心配そうにため息をついたゆかりは、有紗になにかあるたびに自分の味方になってくれる。信頼している先輩に相談してもいいのだが、社内においての椎名は紳士的で優しい社長だ。

　有紗だって昨日まではそう思っていたし、だからこそいまの彼に振り回されている。

「本当にそれは大丈夫ですし、なにかあったら先輩にお話します」

「それならいいんだけど、有紗はあぶなっかしいところがあるから」

「先輩は心配しすぎです」

「有紗を妹のように思っているからだろう」

　ムッと口を尖らせるものの、ゆかりの存在は有紗にとってありがたいものだ。ほかの先輩秘書たちからもからかわれることが多いが、居心地のいい職場だった。

「まぁ、社長が有紗に無理をさせているなんてことはないだろうから大丈夫よ」

　その社長が原因なのだと言いたくなるが、上手く説明できずに黙ってコーヒーを飲む。いまの有紗はせいぜい椎名に動揺している自分を、誰かに悟られないように振る舞うのが精一杯だった。










（なんでこんなことになっちゃうのかなぁ……）

　秘書室を後にし、エレベーターへと向かった有紗はため息をつく。仕事上、特に変わったこともないので誰かに相談するのも難しいし、かと言って、彼氏に振られたことから話すのもためらうものがある。

　ただでさえ椎名の口車に乗せられた結果が、いまの自分を悩ませているのだ。これ以上は迂闊なことを言えない。

「私はどうすればいいんだろう……」

　いくら考えたところで答えを出せるわけでもなく、途方に暮れながらエレベーターを待つ。そこで椎名がいることに気づいた有紗は、困惑するしかない。

「ずいぶん悩んでいる顔をしていますね。岩下さん」

「別に悩んでいるつもりはありません」

　内心、早くエレベーターが来てくれないかと祈りながらも、これもそれも社長のせいだとは思わずにいられない。けれど、その諸悪の根源はなにごともなかったかのように話す。

「あまり悩んでいるとかわいい顔がだいなしですよ？」

「そっ、そんなことはありません！」

「少し反抗的なあなたもそそりますね。本当にかわいいな」

　耳元でささやかれる言葉に頬がかぁっーと火照り、いてもたってもいられない。どうやら有紗は、紳士的な椎名の押してはいけないスイッチを押してしまったようだ。

　どう考えても秋成と別れたことを、椎名に言ってしまったのが間違いでしかない。

「社長がいじわるな人なんて知りませんでした」

「それは岩下さんが私に関心があるということですね。いい傾向です」

「関心があるってわけでもないのですが……」

　穏やかで優しい社長として尊敬していただけで、恋愛対象としては見ていなかった。それなのに、あまりにも想定外すぎる態度をされて混乱しているのだ。

　それを関心があると受け取られても違うし、次の彼氏を作る気などまったくない。

　そこでエレベーターが階に到着すると、誰も乗っていないことに落胆した。

「さぁ、エレベーターがつきましたので乗りましょうか？」

　いつもと変わらぬ穏やかで優しい笑顔。しかし、本当の椎名はそれだけではないのだろう。そうは思うものの、この場で逃げる選択肢がないので、エレベーターに乗ることにする。

「そんなに緊張しないでください。岩下さん」

「……はい」

「会社ではあなたが誘わない限り、なにもしませんから」

「さっ、さそっ……！」

　恋愛初心者に等しい自分が誘うなど間違ってもありえないし、それでなくても身体にコンプレックスを持っている。ようするに椎名は有紗をからかっているのだろう。

　そう結論づければ納得がいくし、椎名がそれほど紳士的な男性ではなかったのだろう。

「絶対にありえません。だいたい、つきあってもいない人にそんなことはできません」

「純真無垢な岩下さんらしい答えですね」

「私は社長が思うほど子供ではありません」

　からかわれていることが悔しくてぷいっと顔をそらすものの、子供っぽい反応しかできない自分に呆れてくる。そもそも、椎名のような大人の男性なら素敵な女性はたくさんいるだろう。

　実際に椎名に憧れている女子社員も多いし、尊敬できる社長だ。

「子供扱いはしていませんよ。ただ、あなたがかわいくてたまらないだけです」

「それが……子供扱いしているみたいです」

「残念ながら、あなたは大人の女性ではありませんね」

「そんな、はっきりと言わなくてもいいじゃないですか」

　笑いながらそんなことを言ってくる椎名は、有紗の知っている社長ではない。そう判断するしかないと肩の力を落とす。

　そんな中でエレベーターが最上階に止まり、椎名の後を追いかけることしかできなかった。










　椎名に振り回されるようになって数日が過ぎ、有紗は大学時代の仲間たちとの飲み会に来ていた。男女問わず定期的に集まり、いまでもこうして楽しい時間を過ごせるのはうれしい。

　温かみのある居酒屋の店内にいつものメンバーがあつまり、日頃のストレスを発散するように飲んでいる。そこで、有紗もやっと椎名から離れた解放感でレモンサワーを飲んでいた。

「ちょっと、有紗……。そんなにハイペースで飲んで平気なの？」

「大丈夫だよ、楓花。もう子供じゃないんだから」

　椎名にからかわれている鬱憤がたまっているせいか、隣の席にいる楓花から窘められても飲まずにはいられなかった。肩まで伸びた、緩いウエーブの髪と、美しい顔立ちが印象的な彼女が心配そうに眉をひそめる。

「それもこれも、社長の豹変ぶりのせいなんだから！」

「はいはい……。って、本当に社長の性格をわかってなかったんだ。この子は……」

「社長は相当の鬼畜だから、こいつの前では完璧な紳士だったんだよ」

　隣で楓花と新一が話をしているが、それですら聞く耳を持たずにお酒を飲む。そこで金子が、おかわりのレモンサワーを届けに来た。

「飲ませてやれよ、楓花。有紗は佐橋と別れたんだから……」

「えっ？」

「あいつはずっと二股を掛けてて、年下の女のほうと結婚が決まったみたいでさ」

「なに……それ！」

　信じられない様子の楓花が彼を問いつめる。けれど、いまの有紗には秋成のことはどうでもよく感じられた。だが……。

「有紗が感じない女だって、ずいぶん前から言ってたけど本当に最低だよな。あいつ……」

「言わないでっ！」

　金子の言葉に我慢できず大声で叫んだ有紗は、堪えきれずに涙が頬にこぼれ落ちる。秋成を許せないと思ったのは二股をかけられていたことではない。

　ふたりの秘め事を平気で友達に言える、その神経だった。

「金子……。もうちょっと空気読もうよ。ひっぱたかれたい？」

「俺、なにか地雷でも踏んだのか？」

「そこもわからないから、いまだに彼女も作れないのよ。本当に女心がわからない奴」

　冷めた声で罵倒する楓花を先頭に、女子たちから総攻撃をされた金子は青ざめた様子でこちらを見る。

「ごめん……、俺。てっきり佐橋の女癖が悪いことを知ってるかと思って……」

「…………」

　秋成の女癖が悪いことはうすうす気がついていたし、それについてはいまさらどうでもいい。むしろ有紗にとっての問題はそこではなく、酔いが回った頭が急速に冷めていく。

「私、明日も早いから帰るね」

「有紗……？　なら、私も帰るから」

「ううん、ひとりで帰りたいし。それにみんなと会うのは久しぶりでしょう」

　いくら親友であっても恋人との時間を邪魔したくないので、有紗は鞄をつかむと引き止める声も聞かず居酒屋を飛び出す。この場にいたら誰かを傷つけてしまいそうで怖かった。










　店を出てからも行くあてがなく、ひとりきりで夜の街をさまよう。椎名のせいで秋成との別れを悩んだのは最初だけだったけれど、こうして原因を突きつけられ胸がじくじくと痛む。

　自分の身体を責められたことはなかった。それどころか身体だけがすべてではないと信じていた。

　秋成が浮気をしていたことに気づいていたが、自分だけはそれをしないと頑なに決めたから、椎名にキスをされた時も罪悪感に苛まれた。けれど、信じていたものが簡単に壊れていく。

（私、本当にバカみたい……）

　初めての恋はとっくに終わっていたのに、自分だけが縋っていた。それに気づいた瞬間、あまりにも惨めになる。そこで、スマートフォンが鳴ったことに気づき手に取った。

『もしもし？　岩下さん、いまどこにいますか？』

「しっ、社長？　どうかされましたか？」

　慌てたような椎名の声にびっくりして、すぐに自分の居場所を告げる。仕事上でなにかトラブルが発生して連絡が来たのだろうと思った。

「そこにすぐに行くから、あなたはすぐ近くの公園に来てください。この時間なら人もいますので」

「えっ……？」

「私の指示通りにできないならお仕置きですよ。岩下さん」

　有無を言わせない低い声が耳に響き、有紗は有無も言わせず返事をする。どこか逆らってはいけないように感じられた。

　けれど、行くあてもなかったことを思えばこれでよかったのだろう。そう考えながら椎名から指示された公園に向かった。










　近くにある公園へと到着すると、敷地内がライトアップをされた会場には子供から大人までが楽しそうに歩いていた。この時期に祭りが行われることは知っていたので、すぐに納得して椎名を待つことにする。

（それにしても、なにがあったんだろう……）

　あまりにもタイミングがよすぎるが、いまは家に帰りたくなかった。誰かにすがりつくわけではないけれど、椎名といたいと思ったのも事実で、彼が公園に現れると同時に涙がこぼれ落ちそうになるのを必死で堪えた。

「なにがあったのですか？　岩下さん……」

「えっ……？」

「いや、だいたいのことは、堀川くんから聞いているから話さなくてもいいですよ」

「そうだったのですね」

　おそらく新一がいまの有紗を察して、椎名に連絡したのだろう。それほど皆に心配をかけたのだろうとうなだれる。

「こんなことになるなら、強引にでも私のものにするべきでしたね」

「えっ……」

「あなたが浮気を嫌っていたのは、彼が浮気をしていたからでしょう？」

　誰にも言わなかった本音を口にされ、堪えていた涙がこぼれ落ちる。その瞬間、そんな有紗を守るかのように抱きしめられて困惑した。

　秋成とつきあっていても、こんなに愛しげに抱きしめられたことなんてない。

「もう、あなたを縛りつける枷はない。……だから、私を試してください」

「社長……」

「有紗の心からすべての呪縛を消して、愛してやるからついてこい」

　なにかを壊すように椎名が言い放った言葉に、脊髄までが震えていくような感覚に震える。たとえひとときの関係でもすがりつきたくて、誘われるままに身を委ねた。










　椎名に連れられて近くのホテルに到着する。どうしてついてきてしまったのかと後悔するものの、あの時の自分には彼についていく選択肢以外を選べなかった。

　ここまで来てしまえばどうなるのか、容易に想像がついてしまう。だからこそ、この人には本当のことを言わなければならない。

「しかし、おまえの元彼は有紗のなにを見てたんだろうな。最低な野郎だ」

「違うんです。それはほかに理由があって……」

「なにがあったんだ？　俺も本来の自分をおまえに隠すのは終わりにする」

「本来の自分……ですか？」

　たしかに言われてみれば椎名の言葉遣いが違うし、紳士的なイメージでもない。むしろ、その一面を見たから、彼に振り回されていたのだといまになって気づく。

「俺は紳士でもなんでもねえよ。会社ではそれなりに振る舞っているが……」

「なんとなく、わかる気がします」

「そこは否定しろよ。特におまえの前では紳士に徹してたんだ。そうでもしないと無理矢理襲っちまいそうで」

「社長こそ、そんなことを言わなくてもいいじゃないですか！」

　呆れるような理由で紳士的に振る舞っていたのかと思うと、ため息をつきたくなる。が、こうして素顔を見せてくるのは、自分に対して本気かもしれないと思った。

「私、感じない女なんです……。だから、彼氏が浮気してもしかたなかったから……」

「なんだ、それ？」

「だから、社長にこれ以上はご迷惑をかけたくないんです」

　これが有紗の素直な気持ちだし、感じない女だと罵られるならこれでいいと思っていた。なのに、腕の中に抱きしめられてしまいどうしていいのかわからなくなった。

「俺から逃げられると思っているのか？　有紗」

「そんなつもりではありません。けれど、つまらないのは事実です」

「つまらないかどうかは俺が決めることだし、誰にも指図は受けない」

「でも……」

　有無を言わせないように唇を塞がれ、驚きのあまりに有紗は混乱して口をわずかに開く。その隙間から侵入してきた舌が口蓋を舐り、これまでにないほどに身体を蕩かしていた。

　――怖い。

　頬に涙がこぼれ落ちてもキスが続けられ、身体が無意識に熱くなっていく。

「キスだけでこんなに感じる女が、そんなわけがないだろう」

「えっ……？　でも、こんなのは初めてで……」

「どんなセックスをすれば、こんな女が感じない女になるんだ。もう、いいや。俺の好きなようにするぞ」

　力が入らなくなった身体を抱き上げられてしまい、それがお姫様抱っこだと気づくのに時間がかかる。

「まっ、待ってくださいっ。社長！」

「お姫様抱っこも初めてかよ……」

「こんな恥ずかしいことは、初めてです」

「なにも知らないんだな、おまえ。こんな調子じゃ本当のセックスも知らないよな」

　呆れたようにそんなことを口にする椎名が、ふっと顔を緩めて優しそうに微笑む。その表情に胸がドキリと高鳴るとベッドルームに到着する。

「おまえには初めてのことが多すぎるのかもな。でも、それならそれでかまわない」

「えっ……？」

「わからないなら、身体で教えてやるからおまえは身を委ねてろ」

　ゆっくりとベッドに寝かせられて組み敷かれたかと思えば、優しく有紗の長い髪をなでる。まるで抱かれることへの恐怖心を和らげるような椎名に、秋成とは違うと感じられた。

「そう、これからおまえを抱くのは俺だけだと認識すればいい」

「しゃ……ちょ……」

「感じないと言うなら、かならず俺がおまえを感じさせてやる」

　額にちゅっとくちづけられたのを皮切りに、顔の至るところにキスをされていく。どうしてこんなにくちづけをするのかわからないが、恥ずかしくてたまらない。

「あの……恥ずかしすぎます」

「抱く前に女をじっくり蕩かすのはあたりまえだ」

「でも……こんなにされたことなくて」

　ちゅっ、ちゅっと降り注ぐ甘いくちづけに、有紗は涙目で懇願する。秋成からは一度だってこんなことをされたことがないので、とまどうばかりだった。

　まるで椎名のすることが全部初めてのような気がして、なにも考えられなくなると耳を食まれる。

「ひゃっ……」

　甘噛みされることがこんなにも気持ちよくて、有紗の肢体が震えた。

「感じない女なんて嘘だろう？　耳を舐めただけでもかわいい反応をするんだ」

「うっ、嘘なんかついていません」

「これは全部触って、確かめる必要があるな」

　耳のかたちを舐めしゃぶられながらワンピースを脱がされ、あっと言う間に下着姿にされる。小ぶりな胸をじっくり凝視され、その次の言葉が怖くなった。

「……女らしさがなくてごめんなさい」

　秋成を失望させた、女性らしさのかけらもない身体。きっと椎名も、同じように思うのだろう。

「最低だな」

　やっぱり同じことを言われたのだと消沈する。けれど、椎名はまなじりを指でなぞり微笑んだ。

「やっぱりおまえにどう思われても、早く奪ってやるべきだった」

「えっ……？」

「ずっと最低な男に囚われていたから、こんなに震えていたんだな」

　怒りで震えているかのような声音なのに、有紗に触れる手はひどく優しい。

「おまえが嫌がるほどかわいがってやるから安心しろ。それに女らしさとかは男が作るものなんだ」

「社長……？」

「なにも知らない女をじっくりと自分好みに変えるのも、男の愉しみでもあるからな」

　妖艶に微笑んだ椎名に見惚れていると、ブラのホックを外されてしまう。なにもかもが想定外すぎる彼の行動に、驚きしか感じられなかった。

「綺麗な身体なんだな。すごくかわいいよ」

「そんなことないから……」

「この身体のどこが女らしくないんだ？」

「やっ、こんなの知らない」

　乳房を鷲づかみにされ、首筋を丁寧に舐められる。それだけで有紗の身体にはじめての愉悦をもたらし、身体が小刻みに震えていく。

　なのに、椎名は乙女の身体を的確に追いつめ、胸の尖端をもてあそぶ。

「もう、やぁ……」

「や、じゃないだろう。女の身体を気持ちよくさせないと、ここに挿れてやれないだろう」

「そんなこと、ないからぁ！」

「だったら、しっかり教えてやらなきゃいけないな」

　いままで感じたことがない快感がじわじわと身体を蝕む。いつの間にかショーツすら脱がされてしまい、怯えるしかない。

「そんなに怯えるなよ。ひどくしたくなる」

「ひ、ひどく……？」

「おまえの反応がかわいくていじめたくなるんだよ」

　耳元で吐息のようにささやいてくる椎名は、いままでとは別人のようだ。しかし、楽しげに笑っている彼は、間違いなく本来の椎名なのだろう。

（つまり、いじわるな社長が本当の社長……なのよね）

　生まれたままの姿にされた羞恥心から逃れたくて、冷静になろうとする。

「なに、俺以外のことを考えてるんだ。もっといじめてほしいのか？」

「ちがっ……、社長がいままでとは違うから困っているだけですっ」

「ふーん、次は敬語攻めをしてやってもいいな」

「やぁ……なっ、なに？」

　いじわるに胸を揉みしだかれたせいで敏感に身体が熱を帯びる。それが怖くて椎名から逃げようともがくが、たくましい男の身体に翻弄されてしまう。

　なにもかもが違いすぎる、情熱的な腕が有紗のすべてを捕らえていく。なのに、真綿に包まれたようなふわふわした感触は初めてだった。

　乱暴な口調なのに、肌に触れる手が優しい。それが最大の違いだろうと言うように、胸の尖端を舌でなぞられた。

「社長、おかしくなりそうだから、もう……」

「有紗が俺に感じてる証拠だ。それにおまえの身体をじっくり蕩かしてから味わうつもりだ」

「そんなっ。時間だって……」

「おまえのためならいくらでも時間を使ってやるから安心しろ」

　一瞬だけ不機嫌を露わにした椎名の顔に不安がよぎる。どんなに優しいと思っていても、自分が変わりようがないのだと思う。

　相手の表情だけでそれが嘘だとわかるほど、自分の心はとっくに限界だったのかもしれない。そんな考えを悟られないように振る舞った瞬間、鎖骨をなぞった舌が胸元に降りてくる。

「かわいい胸だな。本当に食べちまいたくなる」

「……嘘っ！」

「有紗はどこもかしこも綺麗だろう。嘘なものか」

「ひゃっ……だめっ……」

　胸元に唇を寄せられたことに驚いたのもつかの間、乳房を丁寧になぞられ頂きにたどりつく。淫らな舌で舐め転がされてしまい、知らない感覚が肢体を戦かせた。

「身体が、へん……なの」

「乳首を舐められただけで感じるなんて、いやらしい子だな」

「こんなの……知らないっ……」

　そんなわけがないと首を横に振る。だが、滑り落ちた指先が下腹部へと到達し、くちゅりとはしたない水音を奏でていく。

　自分でも信じられない。けれど、肢体が甘い疼きに囚われていくのを感じた。

「おまえは感じやすい女だよ。なにも悪くないから安心しろ」

「社長……？」

「感じなかったとすれば、有紗がそいつを受け入れられなかった。ただ、それだけだ」

　自分でも知らなかった身体を暴かれ、驚きととまどいで涙が滲む。

「抱いてもいいんだろう？　おまえの知らない本当のセックスを教えてやる」

「でも、私は社長のことを……」

「別にかまわないだろう」

　つきあってもいない人に抱かれるなんて、考えたことすらなかった。それなのに服を脱ぎ捨てた、椎名の引き締まった肉体が、あまりにも逞しく感じてしまう。

　男の身体が、こんなにも美しいものだと知らなかった。

「なに、俺の身体に見とれているんだ？」

「見とれていたわけじゃありませんっ」

　自分だけがドキドキしていることが情けなくて精一杯の強気な態度を取る。本当は怖くてたまらないのに、背中を抱きしめられてびくりと身体を戦慄かせた。

「強がってるんだが怖がってるのか……おまえは表情がくるくると変わるな」

「べっ……、別に普通です」

「ふーん」

　素っ気ない返事をされたかと思ったその時、白いうなじにくちづけられる。

「ふぁっ……いじわるしないでください」

「いじわるしてないだろう？」

「だって、その……」

「身体のあちこちにキスをするのはあたりまえだ」

　椎名にはあたりまえであっても、有紗にとっては初めての経験ばかりだ。なのに身体中を愛撫されただけで疼きのような熱に侵されていく。

　それだけではなく、椎名は脚の付け根に顔を埋めてくる。花芯をゆっくりと舌で舐められた衝撃に打ち震え、甘美な愉悦に蕩かされていた。

「やっ、やめ……」

　羞恥でまなじりに涙が浮かぶものの、浮遊してしまいそうな心地よい感覚に包まれる。それが怖くて身体を強ばらせ、必死に冷静になろうとする。

　秘苑を舌でもてあそばれる経験なんてなかった。だからこそ自分のすべてを作り替えられていくようで畏怖する。

「もっと力を抜いて、ちゃんと感じろ」

「きっ、汚いから……だめっ……」

「おまえの身体に汚いところはない」

「そんなこと、されたことなんかないから……」

　必死に抵抗するのに、執拗に小さな秘粒を舐め転がされる。自分の声とは思えない淫らな嬌声が寝室に響かせて追いつめられていく。

　胸元にじっとりと滲んでいく汗と身体を支配する官能。そのふたつが混じり合い、甘く蕩けるような悦楽をもたらす。

「やぁ……んっ……」

「やっと力が抜けてきたな。いい子だ」

「わたし……おかしくなっちゃ……」

「おかしくなればいい。気持ちよくしてやる」

　花芽を舐めしゃぶられ、痺れるような軽い電流がほとばしる。そのたびに白い喉が快楽に震え、下腹部がじわりと湿り気を帯び、蜜を啜るいやらしい音が耳を支配する。

　濡れにくいことが悩みだったはずなのに、あっけないほど簡単に秘苑がぬめっていく。

「有紗、ここをこんなに濡らしてはしたないな」

「ちがっ……」

　再び濡れた秘所に椎名の指を滑らせ、花びらを開いて蜜洞に差し込む。たっぷりと指に絡む蜜を見せつけた彼は色気のある表情し、淫猥に指を舐めた。

　ぞくりとするほどの艶っぽさと妖しさを持つ男性を、有紗は見たことがない。

「処女のように優しく抱いてやるよ」

　濡れて光る唇が重ねられ、ねっとりとした激しいくちづけに鼓動が跳ねる。その瞬間、そそり勃った肉茎が蜜口に押し当てられる。

　いつにも増して花壷が圧迫されているのに、濡れた蜜路はあっさりと男の侵入を許す。

「痛くないか？」

「あっ……ふぁ……」

「痛いなら、我慢しないで言えよ？」

　狭い隘路を馴染ませるかのような熱杭が突き進み、蜜壁をこすられていく。なのに重ねられる唇はとても優しくて甘い。

　自分を見下ろしている相手が椎名というだけで、こんなにも胸が高鳴るなんておかしい。けれど、秋成とのセックスでは感じられなかったなにかが、有紗の心と身体に芽生えた。

　ほんの少し痛みを感じるものの、穿たれるたび、徐々に悦楽へと変わる。

「ふぁ……ん……」

「自分が感じない女じゃないとわかったよな」

「社長……」

「おまえを感じさせるのは俺だけだ。そのことを忘れるな」

　蜜襞に絡みつく楔が激しく蠢くたびに、有紗の意識が遠のきかける。なのに身体を包みこむような心地よい感覚は、生まれて初めてだった。

　何度も経験する初めては、これまでの人生では味わったことがない。

「そこ……やだぁ……」

「有紗はここが感じるのか？　ナカがひくついてるぞ」

「はぁ……んっ……」

　うっすらと汗ばんだ胸元にくちづけられ、有紗は肢体をビクビクと震わせて椎名にしがみつく。体内で刻まれる律動が速まり、突き上げられて弛緩する。

　感じたことのない甘い快楽に全身が迸り、椎名の腕の中に身を委ねるしかできなかった。


















第三章












（はぁ……、どうしてこうなっちゃうのだろう？）

　翌朝、会社に出勤したものの、有紗は困惑しっぱなしだった。

　よりにもよって、社長である椎名に抱かれてしまった。そのせいで秋成のことはどうでもよくなったが、問題は山積みだ。

（でも、えっちって相手によってこんなに違うものなの？）

　友達の話や雑誌などで『セックスは気持ちいい』と、知識はあった。けれど、秋成に抱かれることが苦痛で、それを実感したことはない。

　しかし、椎名との一夜ですべてが覆された。それも恋人ではない男性に抱かれて。

　いままでの有紗なら考えられなかったことなのに、身体に残る椎名の感触に困惑する。

「それにしても、どんな顔で社長に会えばいいのよ」

　蘇りそうな記憶を振り切るように、顔をぶんぶんと横に振って着替えをする。思い出すだけでも恥ずかしくなってしまう。

　正直に言えばほんの少し胸が痛むし、恋人を作ろうとは思わない。だからこそ、椎名と関係を持った自分に後悔をするが、昨日、彼が現れたことで救われたのも事実だ。

　結局は有紗自身がどうすべきかの問題だとわかっているが、答えを出せない。そこで、前方から新一が歩いてくることに気がついた。

「よっ、よう……」

「ようじゃなくて、どうして社長に連絡したの？」

「それは悪かったけど、俺の立場ってものもあるんだよ」

「あの二重人格社長に弱みでも握られた？」

「おまっ、社長に喰われちまったのかよっ！」

　驚愕した様子の新一をじいっーと見つめると、彼は不審な様子で顔をそらす。この顔はなにか知っているに違いないと踏む。

　思い返せば、新一が怪しいと思ったことは何度もある。

「どうして、そんな言葉が出るのか説明してくださいますか？　堀川室長？」

「……社長は有紗が入社したときから、おまえを狙っていたんだよ」

「へっ!?」

「あれだけそばにいても気づかない、おまえも鈍すぎるけどな」

　まるで種明かしのように話をはじめた新一が、あきらめたようにこれまでの話をする。それによると椎名が有紗を社長秘書にしたのは、有紗を手元に置きたかったからだと言う。

　呆れてものが言えない話だが重役も含めて誰も口が出せないので、異例であるが新入社員の有紗を秘書に抜擢したらしい。

「役員たちを欺くための演技で紳士的に振る舞ってるけど、あれはかなりのくせものだ」

「そこはわかるけど、私をそばに置くためとか信じられない」

「けれど、社長なら……、佐橋よりはおまえを大事にしてくれるんじゃねえのか？」

　社長が自分を狙っていた。

　納得がいかないが、椎名本人だけではなく新一までもそう言うのだから、間違いないのだろう。だからと言って、失恋したばかりの有紗には次の恋愛を考える余裕がない。

（これって、社長とつきあってるってことになっちゃうの？）

　椎名から付き合って欲しいと言われたのだから、有紗が答えれば恋人になる。しかし、社長とつきあうことなど考えられるはずがないのだ。

「それはともかく、少しぐらい男を見る目くらい養ったほうがいいぞ」

「新一先輩は簡単に言ってくれるけど……」

「これでも、かわいい後輩だって思ってるんだからな」

　少しぶっきらぼうながらも、自分を心配してくれる新一に心では感謝をしている。だが、兄のような存在なので素直になれず頬を膨らませる。

　そこで新一が腕時計を確認すると、少し慌てたようにつぶやく。

「やべえ、今日は専務が出張なんだ」

「専務秘書も大変ですね。室長」

「じゃあ、なにかあったら相談しろよ」

　その言葉を呟いて急ぎ足で去っていく新一の姿を見つめ、ため息をつく。会社での椎名が紳士的に振る舞っている理由には納得したが、わからないことだらけだった。










　女子更衣室で着替えを済ませて社長室へと歩くものの、有紗はいまだに椎名と顔を合わせる勇気がなかった。昨夜のことを頭から消さなくてはならないのに、ふとした瞬間に思い出すから困ったものだ。

　いっそ、感じなかったのならこんなことにはならなかった。それなのに快楽が身体に残る。

　そんな思考が頭の中をぐるぐるとしたところで、我に返って首を横に振る。そこで部屋に入って来た椎名がくすくすと笑っていた。

　高級そうなスーツを着こなし、銀縁の眼鏡をかけた優しそうな微笑み。その姿はいままで見てきた社長だ。

「なにをひとりで騒いでるんですか？　岩下さん」

「いえ……、なんでもありません」

　見た目も口調も紳士的だと胸を撫で降ろしたのもつかの間、耳元に唇を寄せられてしまう。

「てっきり、昨夜のことを思い出しているのかと思いましたよ」

「……えっ？」

「私もあなたのかわいらしい痴態を思い出してしまいそうだ」

「なっ……なっ……!?」

「顔を赤らめているあなたはとてもかわいいですよ。有紗」

　俺様口調は昨日で慣らされたが、敬語攻めはそれ以上の破壊力がある。そのせいで有紗の顔が朱に染まり、心臓がバクバクとうるさい。

　こんな自分を椎名に知られたらなにをされるかわかったものではないと、落ちつこうとする。

「あなたは敬語攻めをされるのがお好きなのですか？」

「ちがっ……、ちょっと驚いただけです」

「へぇ……そうだったのですね。なら、会社でも口説かないといけませんね」

「そう言うのは……よくないです」

　冷静に振る舞おうとしているが、蠱惑的に微笑む椎名に追いつめられて心臓が早鐘を打つ。ちょっと前ならば意識していなかったとはいえ、社内の女性たちが憧れるほどの美しい男なのだ。

　そんな椎名に口説かれてしまえば、恋愛経験の少ない乙女は翻弄されるしかない。

「この部屋には私と有紗しかいないし、かまわないでしょう」

「それは……」

「あなたを振り向かせる時間はいくらあっても足りない」

　挙動不審になった有紗をからかっている椎名は、いじわるげな笑みを浮かべて楽しそうだ。その表情はまさしく王者の微笑みなのだ。

　物腰が穏やかそうに見えて、本当の椎名はかなりのドＳなのだろうと改めて思う。しかもあたふたしている有紗に比べて、余裕を見せつけてくるのだから悔しい。

「とにかく、いまは仕事中だからからかうのはやめてください」

「有紗がかわいいのが悪いんですよ。つい、いじめたくなってしまうので」

「私のせいにしないでください」

　いままでの椎名ではないと判断し、タブレットを手に取る。油断も隙もない相手なので、自分が丸め込まれてしまったらこのままだろう。

「特に用事がないなら、朝のミーティングをはじめてもいいでしょうか。社長」

「あなたはつれないひとですね。結ばれた翌日だというのに」

「仕事中にそんなことを言わないでください！」

（紳士は紳士でも似非紳士だったなんて、本当にありえないから）

　本来の椎名を知ってしまったせいで思わぬ影響が出る。それを理解してうなだれるしかできずにため息をつく。

　まったく歯が立たない相手ほど太刀打ちができない。はっきりとそう思った有紗は、いままでの椎名に戻るのを願うしかなかった。
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　気が変われば紳士的な社長に戻るだろうと予想していたが、その後も椎名が変わる様子もなかった。それどころか日を追うごとに彼に口説かれているような状態だった。

　そんな中で弥生と社員食堂に来たものの、会社にいても気の休まる時間がない。

「ここのところ疲れている感じだけど、大丈夫なの？」

「なんとか大丈夫だと思う……」

「疲れているならちゃんと休みなさいよ。秘書も大変だってわかっているけど」

「うん、心配かけてごめん」

　心配そうな表情する弥生に申し訳なさを感じながら、野菜炒め定食を口にする。社長と秘書である手前、相談するのもためらわれるが、どうしていいかもわからず名前を伏せている。

「でも、しつこい相手から逃げる方法ってあるのかな？」

「相手にもよるけど……、本当に嫌な相手ならはっきり言っちゃえば？」

「本当に嫌かって言われると、ちょっと違うの」

「つきあってみるのもいいんじゃない？　溺愛されているんだし」

　あっけらかんと言い放ち、からあげを頬張る弥生にムッと頬を膨らませる。いつもと同じ答えとはいえ、腑に落ちない。

「絶対にありえないから。というか、私は逃げたいくらいだよ」

「有紗がそんなふうに言う気持ちはわかるけど、女は愛された方が幸せだから」

「その愛が重いんだってば……」

『女の子は愛されるほうが幸せ』と、聞いたことがある。だからと言って椎名とつきあえるかと聞かれたら、正直、それはわからない。

　仕事もできる有能な社長であるのは認めるし、なによりもこの世のものとは思えないほどの美貌を兼ね備えた、眉目秀麗な男性だ。

　そんな椎名がどうして自分に執着するのかわからないので、逃れたい気持ちになる。

「じゃあ、有紗はその人のことをどう思ってる？」

「めっ、迷惑としか思ってないよ」

「もしかしたら、怯んでるだけじゃないの？」

「えっ……？」

　思いもしなかった弥生の言葉に耳をかたむける。しかし、なにに対して怯んでいるのかもわからない有紗は困惑するしかない。

「有紗は恋に臆病になってるんじゃないのかなって、思うんだ」

「…………」

「なんとなくそんな気がするんだけど、過去になにかあったの？」

　弥生の鋭い指摘は当たっているし、きっと失恋が尾を引いて臆病になっているだけかもしれない。だが、秋成に振られてからは日も経っていないので微妙に違うような気がする。

　そもそも、振られた翌日に椎名からアプローチをされたのだ。それをどう説明していいのか思い悩む。

「べっ、別になにもないけど……」

「そう？」

「これと言った恋愛経験もないもの」

　もしも、ちゃんとした恋人だったら少しは経験もあったかもしれない。いまになって考えたところで過去の話だ。

「なら、ちゃんと彼と向き合ってみるのもいいかも」

「そういうものなのかな」

「恋愛って相手を知ることからはじまると思うんだ」

　なにかを察したのか、弥生はそれ以上なにも言わずに残りの昼食を口にする。社会人になってから友人になったせいか、彼女は余計なことに口を挟まないので気楽なつきあいができるのだ。

　そんなことを考えながら昼食を食べるものの、有紗の悩みは消えそうになかった。










　昼休みを終えて社長室に戻っても、弥生の言葉がぐるぐると頭に残っていた。いままでは恋愛について悩んだことはなかったし、なんとなく告白されてつきあうような感じだった。

　その結果が最悪な恋の終わりにつながったいま、どうしても次の恋愛に向き合う勇気がない。

（社長と向き合わないといけないって、頭ではわかってるんだけどな……）

　理解していても行動が追いつかない。そんな自分が情けなくてうなだれる。

「なにを考えているのですか？　有紗」

「ひゃ……って、社長!?」

　耳元で艶っぽい声が聞こえ、素っ頓狂な声を出して振り返ると、目と鼻の先に椎名がいる。想定外の距離に鼓動がうるさいほど跳ね上がり、有紗はいてもたってもいられなくなった。

「いつ、こちらに戻られたんですか？」

「有紗が考え事をしているのに、邪魔したくありません」

「ですが、会社で過剰なスキンシップはよくないです」

「会社ではよくないのでしたら、今夜はデートしましょうか？」

「なっ、なにを言ってるんですか？」

　信じられない椎名の言葉に思わず視線を逸らすが、追いつめられるかのように顔が近づいてくる。いまにも重なってしまいそうな唇の距離に心臓が高鳴っていた。

「しゃちょ……こういうのは」

「デートを断ると、このままキスをしますよ？」

「わっ、わかりましたっ」

　ほとんど脅迫のように唇がさらに近づけられてしまい、瞳をじっと見つめられる。いくらなんでも、それだけは避けなければいけない。

　そう危惧してとっさに返事をすると、椎名が満足げな笑みを浮かべていた。

「明日は休日ですので、たっぷりふたりの時間を過ごしましょう」

「へっ!?」

「あなたを思いっきりかわいがって差し上げますよ」

　誘惑をするような椎名の言葉に耳を甘く責められ、じんわりと身体が火照り出す。自分でも信じられないほど鼓動が大きく高鳴る。

　それを知られたくなくて冷静なふりをするものの、脚が竦む。

「そっ、そんなことは望んでません！」

「あなたは思っていることが顔に出やすいですからね。そこがかわいくてたまらない」

「ちがっ……！」

「有紗は本当に素直な女性ですよ」

　友人や恋人にさえも自分の弱さを見せたくなくて、隠そうとしてきた。そのはずだったのに椎名は心の奥底までを暴こうとする。

　眼鏡越しの視線に裸にされてしまう感覚に身が竦み、逃げ出してしまいたい気持ちになった。

「私から逃げられると思わないでくださいね。逃げても無駄ですから」

　まるで美しい悪魔のように微笑む椎名に、逃げ道でさえも塞ぐかのようにその一言をつぶやかれて背筋が寒くなる。それと同時に、捕まってしまったのだとあきらめるしかなかった。










　終業時間を迎え、有無も言わせず椎名の車に乗せられた有紗は困惑するしかなかった。もはや、強引に連れさらわれたと言っても過言ではない状況にため息をつくが、相手は社長だから手に負えない。

「今夜は食事をしてから、私の部屋でゆっくりしましょうか？」

「はいっ!?」

「有紗が私に抱かれたいと言うなら、予定を変更してもかまいませんよ？」

「そっ、そんなわけないじゃないですか。と言うか、会社の外で敬語を使われても困ります！」

　社内ならともかく、会社を離れてまで敬語を使われると調子が狂う。

「敬語攻めが大好きな有紗のために、今日はこのままです」

「なっ……！」

「あなたが敬語攻めに弱いことぐらい、もうわかっていますよ」

「絶対に違いますっ！」

　なにを言ってもかなわないとわかっているが、むきになって反論してしまう。ドキドキしている自分を見透かされたようで、悔しくてたまらなかった。

　いつだって椎名が大人の余裕を見せつけてくるせいで、困惑してしまう。

「そんなふうに言われると肯定しているのと同じですよ。かわいいですね、有紗は」

「どうして、そう思うんですか？」

「私がずっと有紗を見てたこともわからないほど鈍いから、飢えた獣の餌食になる」

「意味がわかりませんっ」

　意味深な言葉に頬を膨らませて、窓から流れる景色に視線を移す。

（なにを考えているのよ、社長……）

　まったく考えが読めない椎名との距離感がつかめず、考えあぐねる。それが余計に有紗を苛立たせた。

「そんなに膨れているといじめたくなってしまいますよ」

「社長は本当にドＳですよね。いままで騙されていたけど」

「騙されていたじゃなくて、有紗が私に興味がなかっただけでしょう」

「そうかもしれませんが……」

「あなたに私という男を知って欲しいんですよ」

　からかっていると思えば、急に真面目な顔をしてくる椎名に翻弄されていく。だからこそ飲み込まれてしまいそうで抗いたくなる。

　そこで弥生が言った『恋愛って相手を知ることからはじまる』との言葉が頭をよぎる。

（そんなことを言われたって、混乱してわからないよ）

　言葉ではわかっていても気持ちが追いつかないし、余裕すらもないので悔しい。

「有紗がようやく私を見てくれるようになったので、逃がすつもりはありませんよ」

「だから、そんなことを言われても困ります」

「あなたを困らせているのも承知しています。でも、愛されるのも嫌じゃないでしょう」

　有紗の気持ちを読んだかのように、そんなことを口にする椎名はずるい。そう思っていても手の打ちようがなかった。










　異国のムードが漂うアジア料理店は、たくさんの客で混雑していた。そんな中を店員に案内されるが、女性たちの羨望と嫉妬まじりの視線がどことなく突き刺さる。彼女たちが椎名を見ているのは明白だし、どこにいてもそれは変わらない。なのに気分が沈む。

「どうしたんですか？　有紗さん」

「いえ、なんでもありません」

「それだったらいいのですが……」

　穏やかで優しい表情をする椎名から目を逸らし、シャンデリアの光が煌々と輝く店内に目を向ける。どこを見渡しても居心地のよい空間のはずなのに、有紗には落ちつく暇もなかった。

　なによりも椎名荘介という男のせいで、自分のなにかが狂いはじめている。できることなら逃げてしまいたいと思う。

　堂々巡りの考えが頭に浮かぶ中で若鶏の香草和えを食するが、料理の味さえもよくわからなかった。










　どう考えても策略としか思えない状況で、椎名のマンションへと来た有紗はため息をつく。もっと警戒すればこんなことにならなかったのかもしれないと思っていても、相手は社長なのでいまさら警戒のしようがない。

　白い壁紙に黒系の高級そうな家具が置かれた男らしい部屋。いまさらながら男性の部屋に入ったのも初めてだった。

「なにを緊張してるんですか？　本当にあなたはかわいい人ですね」

「だって、男の人の部屋に来るのもはじめてなんですっ」

「……やはり、そうでしたか。聞けば聞くほど、もっと早くあなたを奪えばよかったと後悔しています」

「えっ？」

「嫌ならこの腕を振りほどいてください。さもなければ抱いてしまいますよ」

　その言葉と共に背中を抱きしめられると、無意識に胸が高鳴り落ちつかない。どうしてなのか、その腕の中が温かいと感じて不思議な気持ちになる。

「誰よりもあなたをかわいがってあげますから、私のものになりませんか？」

「社長……」

「あなたのような女性を放っておけるはずがないでしょう」

　これ以上、社長に抱きしめられたらいまにも泣いてしまいそう――。

　椎名の言葉にどうしてこんな気持ちになるのだろう。ふと、その理由を考えようとしている自分に気づき、首を横に振る。

　その理由が知りたい反面、頑なに知りたくない。ふたつの気持ちに心が揺れ、有紗は自分がどんな答えを出せばいいのかわからなくなった。

「どうして、こんなことを言うんですか？」

　あの夜とまったく違う誘い方はずるい。そう思っていても淫らな指先に誘われるまま、振り向き様にキスをされる。

　甘いくちづけに蕩かされる。

　自分の身体が自分のものではなくなりそうな感覚が怖くてたまらなかった。

「ベッドに行きましょうか？　あなた自身の身体で私の気持ちを確かめてください」

「えっ……？」

「本気かどうかは、肌を重ねればわかるはずです」

　いつになく真剣な椎名の表情に動揺し、いまにも崩れ落ちそうな腰を抱きかかえられる。「まっ……待ってくださいっ」

「あなたは私に抱きかかえられていればいいんです」

　紳士的な言葉づかいなのに、あまりにも強引に、為す術もなく寝室へと連れて行かれる。やはり、椎名は紳士的な言動をしていても、本来の性格はドＳであるようだ。

　その変わり様はまるで二重人格のようだと結論づけると納得がいく。きっと誰もが少なからず、二面性を持っているのかもしれないと思えた。

「それに、お姫様抱っこも嫌じゃないでしょう」

「はっ……恥ずかしい、です」

「その恥ずかしさも含めて、いつか快楽になる日がくるのですから」

「絶対にありえませんっ！」

　口を尖らせて反論しても楽しげに笑っているのだから、太刀打ちができない。そこで寝室に到着すると、ベッドに降ろされた。

　統一された高級感が漂う黒い家具を見渡すが、やはり男性の部屋をじろじろと見るのははしたない。そう思った瞬間、椎名が有紗の視線を惹きつけるように、眼鏡を外してシャツを脱ぎ捨てた。

（男の人なのに、やっぱり綺麗……）

　あの時は身体が蕩け、ろくに考えもしなかった。だが、まざまざと見せつけられた男の肉体は、ほかの誰とも比べようがないほどの色気を放つ。

　急激に早鐘を打つ心臓に身体が竦む。そこで椎名に組み敷かれてしまい、慌てふためく。

「男の寝室がそんなにめずらしいのですか？」

「ちがっ……」

「なんなら、この部屋で一緒に暮らすのもいいですね。かわいい有紗なら、毎日抱いてあげますよ」

　耳元に響く色気を含んだその声に全身が羞恥に染まり、逃げようと手足をばたつかせる。しかし、有紗の力では男の身体にかなうはずもなく腰を抱きかかえられてしまう。

「あまり暴れると痛くしてしまいますよ。まぁ、私としてはそれも愉しいのですが」

「でもっ、恥ずかしすぎます」

「私に身を委ねていただけたら、気持ちよくして差し上げますよ」

　どこか卑猥めいた口調に有紗はびくりと肩を竦ませる。その隙に唇を奪われ、口腔内に舌が滑り込む。

　奪いつくされるような野性的なキスが、椎名に抱かれたあの夜を思い出させる。口蓋を舌で嬲られる激しさと、くちゅりと粘膜が絡みついた淫らな音が乙女を翻弄していく。

「ふぁ……」

　艶のある声が自分の口から漏れてしまい、羞恥心が全身に充満する。そこで耳朶を甘噛みされてしまい、甘い愉悦が押し寄せた。

　時折まっすぐな黒髪が頬をくすぐりながら、鋭い目つきで有紗を見つめてくる。色気のあるその美貌にすら鼓動が跳ねてしまう。

　――社長って、こんなにかっこよかったっけ？

　いままで意識していなかったが綺麗な人だと思っていた。だが、男性として意識するようになったいま、改めてその美しさに圧倒されてしまう。

「ひゃっ……」

「有紗は本当に感じやすい、かわいい人ですね」

「そんなことないから……」

「耳だけでこんなにかわいい声を出すのです。いやらしい子ですよ」

　自分の身体の変化が恥ずかしくて泣き出しそうだが、こんな経験すらも初めてのことで戸惑う。一度ならまだしも二度も抱かれてしまったら、自分の身体の変化を的確に感じる。

「あっ……やぁ……」

　耳朶を軽く噛まれただけで全身が敏感になり、必死で押し殺そうとすればするほど嬌声が止められない。そんな有紗をもてあそぶかのように首筋を舌でなぞられた。

「はぁ……んっ……」

「そんなに気持ちいいのですか？　有紗は本当にはしたないですね」

「わたしは……ちがっ……」

「いやらしくてかわいらしい、淫乱な身体なのですね。有紗は」

　鎖骨をなぞられながらそんなことを言われ、脊髄までを甘く蕩かされてしまいそうな快楽が駆け巡る。白い喉をのけぞらせ悦楽から逃れようとするが、押さえつけられる。

「綺麗ですよ。有紗……」

「ふぁ……んっ……」

「こんな綺麗なあなたをほかの男に見せてはいけませんよ」

「えっ……」

「もしも、触れさせたらおしおきです。いいですね」

　身体に言い聞かせるかのような言葉に刺激され、脳が蕩けていく。こんなのは雛鳥の刷り込みでしかないと思っているのにそれが心地よい。

　こうなってしまえば抵抗すらできずに、ゆっくりとブラウスのボタンを外されていく。

「この身体を私だけのものにしてもいいですか？」

「ふえっ……？」

「いまは返事をしなくてもいいですよ。ゆっくり、有紗を落としてみせますから」

　恥ずかしさに輪をかけた、椎名の甘いささやきにもてあそばれながら、首筋を舌でなぞられる。有紗を蕩かしていく優しい快楽に肢体が震え、乳房が彼の手のひらにつつまれた。

「やぁ……ん……」

「感じている有紗はかわいいですよ」

「そんなことっ……」

「私にしか見せることのない女の顔だと思うと、たまりません」

　自分が感じている時の顔――。

　感じないと思い込んできたのに、男性に見せている事実が恥ずかしい。なのに身体を蕩かすのは快感だと気づかされる。

（私、おかしくなっちゃったのかしら……）

　椎名に強引に抱かれているのにそれが嫌じゃないとわかった瞬間、彼の甘い吐息に乱されて不埒な指を受け入れようとする。

「いい子ですね。やっと私を受け入れる気になったのですか？」

「ちがっ……」

　自分でもどうしてこんな気持ちになるのかわからないが、不思議なほど嫌悪感がない。それどころか、椎名の指が肌をなぞるたびに熱くて全身が震えてしまう。

　なにもかもがはじめてだったあの日よりも、心地いい快楽が身体に走る。

「あっ……はぁ……」

「おっぱいを揉まれただけでこんなに感じるなんて、有紗はいやらしい子ですね」

　強弱をつけて揉みしだかれる乳房からほとばしる甘い疼きに襲われる。たまらず腰をくねらせるが、余計に羞恥心が煽られてしまう。

　恥ずかしいほどの自分をさらけ出すことがセックスだとしたら、有紗が知っている行為とはかけ離れていた。そこで、椎名が片手でショーツを脱がしながら、反対の指で乳頭をもてあそぶ。

「そこっ……だめっ……」

「乳首を触られただけでそんなにいいのですか？」

「ちっ……違いますっ……」

「じゃあ、舐めてあげないといけませんよね。有紗が感じるように」

　椎名は敬語を崩さずに淫猥な言葉を発し、薄桃色の乳頭を口に含ませてくる。せり上がってくる愉悦に蹂躙されて、泣き出しそうになった。

「どうして、こんなに感じちゃうの？」

「どうしてって、有紗が感じやすい女性だからですよ」

「違います……」

「ならば、私にしか感じない身体と言い方を変えましょうか？」

　蠱惑的な表情をする椎名に、胸がドキリと高鳴る。唾液に濡れて赤く淫らに尖った尖端を、じらすように舐めしゃぶられるだけで甘く蕩ける快感が押し寄せた。

　こんな自分はおかしい。何度もそう思っているのに身体がその熱さを求めていく。

「腰をくねらせて、ここを触ってほしいのですか？」

　乙女の全身に執拗な愛撫を施され、悦楽に肌が粟立った有紗は下腹部が湿り気を帯びていることに気づき、脚をもじつかせる。その瞬間、太腿から這い上がったきた淫らな指が茂みの中心を掻き分けた。

　ぐちゅりとはしたなく濡れた秘所を責め立てられ、椎名に誘われるまま官能の波に漂う。「こんな淫らに求められるなんて、男冥利につきますよ」

「はぁ……もう……」

「まだあげませんよ。有紗には本物の快楽を与えたいのですから」

「やぁ……」

「しかたありません。有紗のここをじっくりと舌でほぐして差し上げます」

　舌先で桜色の割れ目をなぞり、小さな秘粒をじっくりと舐めしゃぶられる。身体をじわじわと追いつめる悦楽に背中をのけぞらせ、与えられる愉悦に蕩かされた。

　どうしてこんなに感じてしまうのだろうと、靄のかかった頭で考える。だが、次々と与えられていく甘い官能に痺れていた。

「ふぁ……」

「有紗の身体は本当に感じやすくて、かわいらしいですね」

「しゃべらないで……」

　舌の角度が敏感になった秘苑にあたり、肢体がびくびくと跳ねる。そのたびに蜜を舐め啜られながら、さざ波のような甘い官能に漂う。

　何度も快感が押し寄せてしまえば、自分の身体の変化に嫌でも気づく。その証拠に椎名のくちづけを素直に受け止めている。

「もっと奥まであなたを感じさせてあげますから、四つん這いになって私を誘ってください」

「えっ……？」

「いい子の有紗なら、私の言うことが聞けますよね」

　穏やかな口調なのに逆らえないと感じ、恥ずかしくてたまらない。なのに身体は椎名が命じるままに卑猥な命令を受け入れる。

「綺麗な背中ですね。いい子だ、有紗」

「ひゃあ……」

「背筋を指先でなぞられて、はしたない声をあげるのですね」

「そんなこと……」

「背中をもっと感じるように調教して差し上げますが、いまは私を感じてください」

　切っ先が有紗の花芯を擦りつけ、じわりと蜜液があふれた花壷の中に埋められる。痛みすら感じずに椎名を受け入れた秘裂の熱さが、有紗の身体を甘く蕩かす。

「あっ……んっ……」

「有紗のナカは気持ちよさそうに、私を受け入れてくれますね。そんなに欲しかったのですか？」

　首をぶるぶると横に振って否定するものの、蜜壁を激しく擦られ嬌声が漏れる。こんなはしたない自分を知られたくないのに、椎名に与えられた官能の渦に巻き込まれ嬌声を漏らす。

　舌で背筋をなぞられて白い背中を甘美な愉悦が充満し、いまにも崩れそうな腰を抱きかかえられる。深い場所を抉るように打ちつける熱杭に蹂躙された乙女は、抗うことができず椎名を許す。
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　椎名によって変えられていく心と身体。そのふたつに揺らされ、深い場所を突き上げられていく。

「あなたの身体は本当に感じやすいですね。そんなにここを突かれるのがいいのですか？」

「そこっ……やぁ……」

「いい子ですね。背中もとても感じやすい」

「ひゃっ……」

　絡みつくようにねっとりとした舌が首筋を這い、濡れそぼった隘路を蹂躙するかのように穿たれる。じっくり打ちつけてくる剛直が腰の動きに合わせ、淫らに媚肉をもてあそぶ。そこで乳房を鷲づかみにされ、有紗は意識すらも遠のいていく。

「早く、私だけのものになりなさい。永遠に愛してあげますから……」

「えっ……？」

　耳元に聞こえた椎名の言葉が気になるものの、激しさに掻き乱されてなにも聞き取れない。しっかりと腕の中で抱きしめられている感覚しかわからないまま、頬にくちづけられていた。


















第四章












　椎名に抱かれた翌朝、自分の部屋で目を覚ました有紗はこの展開に思い悩んでいた。自分がつきあってもいない男性とベッドを共にするなど考えもしなかった。

　それなのに椎名に二度も抱かれただけでなく、別れた恋人とは味わえなかった甘い快楽が身体に残っている。

（いやいや、なんで思い出してるのよ。私のバカっ）

　昨夜のできごとが頭をよぎり、ぶんぶん首を横に振ってそれを打ち消して枕に顔を埋める。いま思い出しただけでも恥ずかしくてたまらない。

　相手によって、こんなに違うものなのかと考えると、身体の相性があるのだろう。しかし、それが恋愛に結びつくのかと思案するとわからない。

「もう、社長と秘書が恋愛するなんておかしいでしょ」

　これまでの人生の中で恋愛経験もそれなりにしてきたつもりだった。そのはずだったのに椎名のなにもかもが、有紗の常識を覆していく。

「だめだ。これ以上考えていないで、仕事に行かなきゃ」

　どんなに思い悩んでも会社に行かなければならず、有紗は重い身体にムチを打ってベッドから起き上がる。社長秘書の自分が逃げられるわけがないと、覚悟を決めなければならなかった。










　そう思ったのもつかの間。会社に着いてもなお、有紗の頭は椎名のことでいっぱいだった。

　まるで心に彼がいるかのような感覚に翻弄される。そんな自分に呆れながら会社近くの道を歩いていると、新一がいることに気づいた。

「おはよう。って、今日は早いんだね。室長」

「おまえの耳に入れたほうがいい話が、あったんでな」

「へっ!?」

　少し歯切れの悪い新一のつぶやきに有紗の心がざわめく。彼の様子が違うような気がしたからだ。

　よく晴れた穏やかな空とは対照的に、なにかよくないことを告げられそうな予感に身が竦む。

「佐橋、彼女と別れたらしいけど……おまえのところに連絡がきてないよな？」

「へっ、……でも、なんでまた？」

「それが、女のほうに男がいたらしく、修羅場になったみたいなんだ」

　秋成が彼女と別れたと聞かされても、驚くほど冷静な自分がいる。それがどうしてなのかわからないが、有紗の中では過去のものだと受け止めているのだろう。

「って、こっちは話すかどうか悩んだのに、ずいぶん冷静なんだな」

「なんか、自分でも驚いてるよ」

　驚いたという顔をしている新一にしかたないと思う。しかし、ふっと顔を緩めて笑い出した彼にムッと頬を膨らませる。

「社長に惚れちまったのか？」

「笑いごとじゃないし、わっ……私と社長はそんな関係じゃないわ」

「どうみても動揺してるだろう。おまえ」

「し……してないし、絶対にありえないわよ」

　どうしてそんな結論になるのか意味がわからないながらも、椎名と一緒にいるとドキドキしてしまう。そう考えて、有紗はありえなくて首を横に振る。

「でも、ふっきれたみたいで俺も安心した」

「そうかな？」

「楓花もすげえ心配してたから、連絡してやってくれ」

「うん、近いうちに会う予定だからそのときでも話すよ」

　なんだかんだで気にかけてもらえるのはありがたい。そうは思っていても素直になれない自分に呆れてくる。

　けれど、断じて椎名への気持ちが恋だなんてありえないと考えながら会社へと歩を進めるしかなかった。

「でも、よかったよ。おまえには幸せになってほしいし」

「いつも思うけど、室長ってお父さんみたい」

「そこは素直に兄貴でいいじゃねえか。本当に……」

　同じ職場に就職をして、いまでも変わらずいい先輩でいてくれる新一には感謝している。が、なんとなく茶化してしまう自分がいた。

「って、そんなことを言ってないで会社に行くぞ」

「うっ、うん……」










　女子更衣室で着替えを済ませた有紗は、エレベーターを待ちながらため息をつく。

（私が社長を好き……なんてありえないんだからっ）

　真っ先に頭に浮かぶことが、秋成ではなく椎名のことなのでありえない。そう思っているはずなのに、気がつけば椎名のことばかり考えている。

　そんな自分に呆れているところで到着したエレベーターに乗り込む。

「朝から浮かない顔をして、なにがあったんだよ。有紗」

「へっ!?」

　耳元で聞こえた椎名の声が俺様口調であることに驚き、幻聴まで聞こえたら末期かもしれないと思い悩む。いくらなんでも、彼が会社で素の口調を出すなどないだろうと思案する。

「聞いているのか？　堀川とは楽しそうに話していたくせに、俺を無視するとはいい度胸だ」

　その言葉と同時に壁に押しつけられた有紗が顎を持ち上げられる。

（なんで……社長？　って、いくらエレベーターの中とはいえ俺様口調なの!?）

　まったく意味がわからない状況に顔を上げると、いつになく不機嫌な様子の椎名がいることに気づいた。

「おっ、おはようございます……」

「考え事をしていて俺に気づかなかったのか？」

「申し訳ありません。って、なんでその口調なんですか!!」

「おまえが俺を苛立たせるからに決まっているだろう」

　自分のせいにされたことが悔しくて言い返そうとするが、眉目秀麗の顔を近づけられる。至近距離に蠱惑的な表情をした彼がいるだけで、心臓が早鐘を打つ。

「堀川となにを話していた？」

「なにって、ただ話をしてただけです」

「ふーん」

「大学時代の先輩だって、社長だって知っているじゃないですか」

「あいかわらず鈍いよな。おまえって女は……」

　盛大にため息をつきながらそんなことを言われ、意味がわからず口を尖らせた瞬間に唇を塞がれる。

（社内でキスをするとか、なにを考えているのよ！　社長のバカ）

　文句のひとつでも言わないと気が済まないが、強引にこじ開けられた舌先に翻弄されていく。なにを考えているか理解できない激しさから脚の力が抜け、もはや立っているのもやっとの状態だ。

「はっ、離し……」

　唇が離れた隙をついて発した言葉を紡ぐことができずに、甘く蕩けるようなキスをされる。

「どうして……こんなことっ」

「おまえの心を奪うためなら、どんなこともする。もう二度と誰にも渡すつもりはない」

「だからって、会社でなんてありえません」

「そろそろ本気で口説かないといけないようだな。おまえを」

　あまりにも意味がわからない椎名の言葉に茫然とし、おかしくなりそうで唇をぎゅっと噛む。彼が本気で自分を口説いていると鈍い有紗でも気づくような行動をされ、追いつめられる。

（どうすればいいのか、全然わからないんですけど……）

　恋愛経験の少なさを理由にするのはいかがなものかと思うが、強引に心の中に入ってこようとする男性は初めてだから困ってしまう。

　そこでエレベーターが停止し、男性社員が入って来たことに胸をなで下ろす。

「この話の続きは社長室でじっくり話しましょうね」

「えっ……？」

　有紗にしか聞こえないような声でささやかれ、聞かれてしまったのかと思うと恥ずかしくて顔が上げられない。幸いなことに彼はなにも気づいていないようだが、椎名がわざとやっていると思うと腹が立ってしかたがなかった。










　エレベーターが最上階に到着し、ようやく自由になったのもつかの間、社長室で椎名とふたりきりになる。いつもの椎名であれば不機嫌を露わにしないのにと思うと、様子がおかしい。

　そもそも新一とふたりで社長室にいても、一度だってこんな顔をしたことがなかった。それを考えると納得がいかず、首を傾げる。

「どうして俺があんな行動に出たのか、納得がいかないようだな」

「あたりまえじゃないですか。そもそも社内であんな行動をしたら……」

「……前の男が、女と別れたなら心配になって当然だろう」

「って、聞いてたんですか!?」

　怒っていいのか呆れていいのかわからないが、不機嫌だった理由に拍子抜けをする。

「おまえのことが心配でたまらないからに決まっている」

「私は秋成くんとよりを戻したいとか思ってません。私の中では過去でしかないから……」

「有紗……おまえ」

　自分の気持ちを口にすることで、初めて秋成との恋がとっくに終わっていたのだと気づく。

「それに私が振られたのに、そんなことはないと思います」

「これだから、純粋無垢はあぶなっかしいんだ……」

　少しだけ呆れたような顔をした椎名に抱きしめられただけで、悔しいほどドキドキする。なのに、この気持ちに気づきたくないと心のどこかが締めつけられ、矛盾していた。

　これまでの経験ではまったく読めない男性だからこそ困ってしまう。

「おまえの気持ちを信じてやるけど、俺から逃げられると思うなよ」

「……っ」

　偉そうな態度で口にする言葉なのに、椎名が屈託のない顔で笑うからどうしていいのかわからなくなる。そんな気持ちを抱えながらも有紗は自分の心を見抜かれないように振る舞うことが精一杯だった。










　楓花から会社近くに来ていると連絡があり、昼休みになってから急いでカフェに向かう。会社の近くでランチをする社員も多いが、秘書という仕事上、ほとんど社員食堂を利用しているので外に出るのはめずらしい。

　そんなことを考えながら全面ガラス張りになっている、落ち着いた色合いの店内に到着する。

「遅くなってごめん。急に連絡が来たから手こずって」

「私からランチに誘ったんだもの、いいのよ」

「でも、納期が近いって言ってたのに……」

「それはなんとでもなるから、あんたは気にしなくていいの」

　在宅の仕事をしている楓花が忙しいと知っている。それだけに自分を心配して来てくれたのだろうと推測し、申し訳ないと思う。

　メッセージアプリで連絡を取り合っているのだからと思うが、心配症の楓花だからこそ放っておけなかったのだろうと推測する。

「それより、新一から佐橋のことを聞いた？」

「うん、朝一で先輩から聞いたんだけど……」

「やり直そうとか思ってないよね？　あの男じゃ、あんたを幸せにはできないよ」

「自分でも薄情だと思うくらいそれはないの……」

　不思議とはっきりと言えることは、秋成への愛情がその程度だったということだ。むしろそれ以外のことがわからないが、有紗の中でその程度の人間になっていたのだろう。

「有紗、もしかして好きな人ができた？」

「なにそれ？　本気でわからないんですけど」

「なんか綺麗になってるし、ひょっとしてとは思ってたけど……そうだったんだ」

「待って！　それ、絶対にありえないから！」

　飲んでいたクリームソーダを吹き出しそうになるのをこらえて、反論する。どこをどうすればそんな結論になるかが本気で理解できない。

「だいたい、社長と秘書がそんな関係になるわけないじゃない」

「そんなことを言う時点で、もう相手が心の中にいるって気づかないのかしら。この子は」

「えっ……？」

「私は好きな人ができたと聞いただけなのに、どうしてそこに社長が出てくるの？」

　にやにやと顔を歪ませた楓花からの質問に頭が混乱し、違うと否定したいのに言葉が出てこない。

　悔しい――。それよりも納得できないのは、楓花の言葉に心のどこかが反応していることだ。

「前の飲み会からそんな気はしてたけど、図星だったのか」

「そんな前からって……ありえないんですけど」

「でも、簡単に忘れさせちゃう相手がいるって、すごいことだと思わない？」

　思えば振られた翌日から椎名に振り回されて、失恋の痛みを感じている暇はなかった。それを思い出すと同時に、胸が締めつけられるようにずきずきと痛む。

　いまさら気づいたようでずっと前から知っていた痛みの理由が恋だとしたら、有紗はとっくに椎名に恋をしていた。けれど、簡単に認めるのはやはり癪に障る。

「そうだとしても、簡単に認めたくないよ」

「あんたは純真無垢でわかりやすい性格なわりには、気が強いからね」

「楓花って、ズバッと言うよね」

「これでも有紗の親友ですから」

　椎名のどこに恋をしたのかと思い悩むが、彼のおかげで失恋の痛みを感じなかったのは事実だ。それを的確に理解しているような楓花は、ストローに口をつけてアイスティーを飲む。

　その涼しげな顔が憎らしいが、有紗にとって自分をさらけ出せる親友には変わらない。

「でもさ、有紗にしたことを思えばいい気味だよね。あの男は」

「そうなのかな……」

「よくない噂があったのも事実だし、有紗を大事にしない男なんて絶対にありえないよ」

　そう言われてみれば、秋成から大事にされた記憶もない。それが普通のカップルだと思っていたので、気にも止めなかった。

　けれどいまとなっては、果たしてそれが普通なのかもわからなくなってくる。

「それはそうと、社長ってどんな人なの？」

「どんなって、紳士的な男性だと思っていたのによくわからない人。素顔は俺様でドＳ」

「ふーん。でも、素顔を見せてこない男よりいいと思うよ」

「全然よくないからっ！　むしろ、振り回されているのよ」

　楓花の考えていることが理解できずにムッと頬を膨らませると、彼女はふっと表情を緩ませる。

「それだけ言えるなら、有紗が相手に心を許している証拠だよ。前は一度もそんなこと言わなかったじゃない」

「えっ……？」

「恋人なのに、相手の文句も言わない方がおかしいでしょ」

　言われてみれば楓花の前で秋成の悪口すらも言ったことがなかったし、話題にするほど心にも残っていなかった。それなのに椎名への文句ならいくらでも言える。

　そんなところでも過去の恋とは違いすぎて、経験から答えを出せなかったのだろう。

「私、秋成くんとつきあっていたけど恋人ごっこだったみたい」

「あいつは問題外だけど、有紗だって恋をしてなかったってことでしょう」

「悔しいけど、楓花の言うとおりかもしれない」

「ちゃんと相手と向き合っていくことが、本当の恋愛なんじゃないのかな？」

　悔しいけれど楓花の言葉が胸に染みて、有紗はその通りかもしれないと思案する。こんな気持ちになったのははじめてのことだった。

　チーズがたっぷり入ったホットサンドを口にし、昼食を取って楓花との時間を過ごす。だが、いまだに恋とは認めたくないと思う頑な自分に呆れるしかできなかった。










　楓花との昼食を終えてから会社へと戻る途中で、秋成の姿を見つけて動揺する。たしかに彼が外回りの仕事なのは知っていたが、会社にまで来ることははじめてだった。

「有紗！」

「秋成くん……。って、いまは会社の時間帯なのにどうして？」

「この近くに来たから、おまえの顔が見たくなったんだ」

　つきあっていた頃は、一度だってそんなことをしてくれなかったのにと不思議になる。追いかけてこなかったことを責めるわけでもないが、なぜいまになってという気持ちが強い。

　むしろ、彼が行動を起こしたことに苛立ちさえも感じてしまう。

「私は話すことなんてないし、こんなふうに会社に来られても困るわ」

　その一言を告げてから足早に会社に行こうとする。そこで腕をつかまれてしまい嫌でたまらなかった。

「俺たち、やり直さないか。やっぱり、有紗がいちばん俺との相性がいいんだ」

「絶対にお断りよ！　あなたと恋人に戻るつもりなんかないわ」

「セックスだって相性がよかっただろう？」

（この人は、私のことなんか見ていなかったんだ……）

　嫌悪感と失望で身体が震えた瞬間、抱きしめられて秋成の手を振りほどく。背中越しでもその腕が誰のものかがわかり、まなじりに涙が浮かぶ。

「あなたと有紗の相性がいい？　どうせ、あなたにセックスのテクがないから女に浮気されたのでしょう」

「なっ、なにを言ってるんだあんた？　そもそも、部外者は黙ってろ」

「あいにく私は有紗と本気で交際を考えていますから、部外者ではありません」

　紳士的な声が耳をくすぐり、涙が頬にこぼれ落ちる。いつもなら胡散臭く感じていたのに、いまに限ってはどんな声よりも安心した。

「それに有紗は……もうあなたしか知らない身体ではないので、あなたのセックスに失望させるだけですよ」

「はぁ？　俺はセックスに自信があるし、有紗が感じないだけだろう」

　わかっていたとはいえ、この男の本心に気づこうとしなかった自分が悲しい。だが、それ以上に椎名が怒りで身体を震わせていることに胸が痛くなった。

「やっぱり無理矢理にでも有紗を奪ってやるべきだったな。こいつの純真無垢な心を傷つけたくなかったけど」

「なんだと……？」

「最低な野郎に気づかない純情娘だから手を出せなかったって、まだ、わからないのか！」

　椎名は怒声を露わにすると、会社の前だというのに有紗の唇を塞ぎ、歯列からそっと舌先を滑らせてくる。あまりにも強引なキスなのに、愛情がこもっているように感じられた。

「んっ……」

　元彼の目の前だというのに、甘く淫らなくちづけに溺れて恥ずかしい声が漏れる。もはや秋成に対してはなにも感じなくなり、あるのは椎名を受け入れたい気持ちだった。

「有紗……おまえ」

　なんて顔をしているのかと咎めるような声。けれど、いまの有紗には騒音にしか聞こえない。

　貪るように深くなっていくキスに翻弄された有紗は、心にあふれた椎名への気持ちに脚が震える。ただ、初めてこの人が好きだと自覚するのがこんなシチュエーションなのがありえない。

「あいかわらずいい声だな。そんなに感じたのか？　有紗」

「ちがっ！」

「キスだけでこんなに感じる女が、不感症のはずがないだろう」

　いつになく優しげな表情で頭をぽんと撫でた椎名は、有紗から視線を移して秋成と向き合う。その瞬間、鋭い目つきを露わにして秋成を睨みつけた。

「有紗が感じない？　キスだけでこんなにかわいい顔をするのにか？」

「俺のせいじゃねえ！　それにこんなのは反則だ」

「たとえ感じないとしても俺なら心から愛して、いつか振り向かせてやるけどな」

　感じないと思い込んできた自分をこんな気持ちで愛してくれていたのかと、初めて椎名の気持ちに真剣に向き合いたいと思う。

　傷つくことが怖かった。けれど……。

「感じない女とセックスしてなにが楽しいんだよ。やってられねえ」

「せいぜい、有紗に振られたことを後悔するんだな」

「するわけないだろう。ふざけんな！」

　椎名の言葉に憤慨した様子の秋成は、顔を真っ赤にして踵を返して去って行く。一度も有紗を見ようとしなかった彼は、彼女と別れたから会社まで押しかけたのだろう。

　なんて悲しい恋の結末なのだろうと、見抜けなかった自分に呆れ果てる。

「本当に最低な野郎とつきあってたんだな。おまえ」

「自分でも後悔しています」

「これでいい男がここにいるってわかっただろう？」

「……一応、考えておきます」

　本当は自分の気持ちにはっきりと気づいたが、素直に口に出せるはずもなく冷静なふりをする。素直に頷くことも癪に障るし、なによりもこの場で好きだとは言えるはずがなかった。

　それでも次の一歩を踏み出したことだけはわかってほしい。いまにもあふれそうで言えない気持ちを閉じ込め、有紗は会社に入っていく椎名の後ろ姿を追いかけた。


















第五章












　あの日から数週間が過ぎ、有紗は自分の気持ちに困惑したままだった。椎名のおかげで秋成とは完全に縁を絶ちきったし、ありがたいとすら思っている。

　なのに、告白どころかお礼すらも言えないままでいることが情けない。

「今夜こそ、私とデートをしませんか？」

「それは、お断りしたはずです」

「有紗は今日もつれないのですね。まぁ、落としがいもありますが」

「そんなことより、仕事をしてください」

　顔をツンと背けながらかわいげのない態度を取ってしまい、内心で後悔する。椎名を好きになればなるほど素直になれない。

　前の恋愛を一切引きずらなかったのは椎名がいてくれたからだ。そのことをきちんと伝えなければ次にいけないのに、有紗にはそれが難しいのだ。

「有紗に叱られるのもいいですね。でも、そろそろ素直な有紗も見たくなります」

「かっ、会社でそんなことを言うのは反則です」

「素直になれない有紗がいけないのですよ」

　誘惑をするような色香のある甘い声音に、身体を戦かせて脚に力を入れる。恋心に気づいたからこそ抗いたいのに、自然にため息がこぼれた。

「それは会社でデートとか言う社長のせいです。もう少しご自分の立場を考えてください」

「会社といってもふたりきりの社長室です。いまさらそんなことを言ってどうするんですか」

「そうだとしても、いけないことです」

　うっかり油断してしまえばときめいてしまうから、抗わなければならないと言い聞かせる。しかし、反対に椎名はそんな乙女心を知ってか知らずか、より甘く有紗を縛り付けようとしていた。

　好きにならなければ適当にあしらえていたはずなのに、恋をしているからこそ弱い。それをわかっているのだろうかと問いつめたいが、素直になれない有紗にできるはずがなかった。

「あなたは本当に真面目な性格ですね。社長と秘書の個人的な付き合いに誰も口を挟まないというのに」

「そんなはずはありません」

「まぁ、そんなあなたもかわいらしいので、お茶を入れてきてください」

「はい……」

　紳士的な態度でにこりと微笑まれたら、なにも言えるはずもなく返事をして踵を返す。恋愛は好きになった方が負けると聞いたことがあるが、身を持って知ってしまうと歯がゆくてたまらない。

（そもそも、社長が考えていることなんてわかるはずがないじゃない）

　なんだかんだ振り回されても、結局はその結論に達してがっくりと肩を落とす。どう足掻いても恋愛初心者の有紗が椎名にかなうはずもなかった。

　おまけに過去の恋愛が黒歴史となったいま、なにが正しい恋愛なのかもわからない始末だ。そんなことを考えながらもヤカンに火をかけて、食器棚からカップを取り出す。

　本当の意味で過去の恋にけじめをつけられたが、それと同時に、気づいた思いに振り回されることしかできなかった。










　休み時間になり秘書室へと来たものの、息つく暇もなく脳裏に椎名が浮かんでくる。これでは逃げてきた意味がない。

　ちょっと前なら、社長室から離れた場所にある秘書室にはほとんど顔を出さなかった。それなのにいまでは避難場所と言っても過言ではなく、机に顔を伏せている。

「秘書室に顔を見せるようになったのはいいとしても、なんでそんなに疲れたような顔をしているのかね。この子は」

　ぐったりとしたところでそんな声が聞こえて顔を上げると、ゆかりがトレーを片手にカップを机に置く。彼女の手際のよさに関心をしながらも、湯気の立ったカフェオレの匂いに鼻腔がくすぐられた。

「最近、なんとなく疲れることが多いんです」

「仕事ではなさそうだけど……なんかあったの？」

「なにもないけど、いろいろあるんです」

「恋の悩みならお姉さんが相談に乗ってあげるわよ。有紗ちゃん」

　入社してすぐに社長秘書になったこともあり、当時は先輩との付き合いに悩んだこともある。しかし、思っていたよりも先輩秘書たちが気さくに迎えてくれたこともあり、いまでも仲がいい。

　それどころか、どうやら彼女たちは椎名と有紗を見守っているらしく、あるごとにふたりの進展を聞いてくる。その理由はわからないが、有紗としてはかなり迷惑な話だ。

　どうしてこんなにも素直になれないのかと思う反面、複雑な気持ちになってしまう。

「私としては社長と有紗がくっつくのが一番いいんだけど、こればかりは本人同士の問題だし」

「そうですよ……」

「実際のところ、それなんだよね」

　つまらないと言いたげにため息をついたゆかりを見ながら、ミルクと砂糖が入ったほんのりと甘いカフェオレを口にする。先輩たちと打ち解けられるのはありがたいし、居心地もいいのだが、かまわれているようで腑に落ちない。

「とにかく有紗、社長夫人になれるようにがんばりなさい」

「どうして私なんですか!?」

「社長専属秘書はあんただけだもの。脈ありだと思うからよ」

　どうしたらその思考になるのかわからないが、うれしそうな様子で踵を返したゆかりにため息をつく。しかし、カフェオレの甘さに励まされているようでなんともいえない複雑な気分になった。

（先輩たちとギスギスした関係になるよりは、いいんだけどね）

　大学時代の同級生から、先輩秘書たちとの仲がよくないと聞かされた時のことを思いだす。それに比べたら恵まれた環境にいるのはありがたいし仕事もしやすいのだが、椎名絡みは特に難解だ。

　ここまで意固地になってしまう自分もおかしいが、恋を自覚してからはより一層自分の気持ちを隠すようになっていた。

（なんだか、すっごく複雑なんですけど……）

　心のなかでひとりごちても答えが出てくるはずもなく、落ち込むしかできなかった。










　秘書室を後にしてエレベーターに乗ったところで、大人げがない自分に苛立つ。ほんのちょっと前なら、もっと落ち着いていられたはずなのに思案する。

　余裕がないどころか、初恋のように翻弄されている自分が悔しくて素直になれないのだ。

「こんな状態で素直になれるどころか、告白なんて絶対に無理だよ」

　正直に気持ちを伝えられたら思いが届くかもしれない。それなのに天邪鬼な自分が邪魔をする。その悪循環にどうすればいいか見当もつかずに胸が痛んだ。

　せめてこんなときの対処法さえわかったら、もっと大人の女性として対応できたのにと思う。そこでスマートフォンを取りだし、メッセージアプリを立ち上げる。

（どうせ楓花にはバレてるんだし、この間の報告もかねて連絡するか……）

　なんとなく自分に言い訳をして楓花に連絡をすると、すぐに返事が返って来る。にやにやとする親友の顔が頭に浮かんでくるが、ほかに相談できる友人もいないので目をつぶるしかない。

　その証拠というように即メッセージが返され、今夜の予定が一瞬にして埋まる。これで椎名の誘いを断る口実ができたと胸をなで下ろすが、これでいいのかと思い悩んだ。










　エレベーターを降りて社長室に到着し、これ以上動揺しないようにと振る舞う。なのに、眼鏡をかけて書類に目を通す椎名に見惚れてしまうことが悔しい。

　目鼻立ちの整った顔立ちは誰が見ても美しいと思ったところで、心臓が早鐘を打つ。

「やっと私をデートに誘う気になったのですか？」

「ちっ、違いますっ！　それに今夜は約束があります」

「そうですか、とても残念です」

　楓花と約束をしたのだから嘘は言っていない。なのに、椎名の優しい瞳に胸が締めつけられるように痛む。

　どうしてこんなにせつなくなるのか、その理由すらもわからない。

「あなたがそんな顔をしたら、強引にさらってしまいたくなります」

「えっ……？」

「男を煽っている自覚すらないあなたは、私を困らせているのですか？」

「ちがっ……」

　耳元に響いた甘くセクシーな声に翻弄され、有紗は自分を窘めるかのように首をぶんぶんと横に振る。気を許してしまえば蕩けてしまいそうになるから怖いのだ。

「本当に食べてしまいたくなるほどかわいらしいです。有紗」

「しゃ、ちょ……」

「その可愛い顔を、ほかの男に見せることは許しませんよ」

　穏やかな口調なのに、まるで言い聞かせるかのように命令されて無意識に頬が熱くなる。動揺している自分を見せないようにしているのに、隠すことができずに恨めしい。

　まったく歯の立たない相手に振り回されている。それが悔しくて抗う方法を考える。

「そんな顔なんてしていませんし、仕事中です」

「有紗がおとなしく私とデートをしてくれたら、職場で口説くのを控えてもいいですよ」

「社長なのに、どうしてそうなるのですかっ!?」

「有紗の怒った顔もかわいいから、いじめたくなるのですよ」

　どこをどうすれば椎名に勝てるのかすらもわからず、振り回されていることが悔しくてたまらない。それどころか椎名にはかなわないとの結論に達し、ため息をついた。










　退社後、楓花と待ち合わせをしている最寄りの駅に到着する。茶色のおしゃれなワンピースにオフホワイトのカーディガンを羽織っている楓花は、親友のひいきめなしにかわいらしい。

　自分よりも背が高くすらっとした体型であるのにと思うとずるいの一言につきる。だが、それ以上に、彼女とは気が合うから何年も親友でいられるのだろう。

「遅くなってごめん！」

「いいのよ。私は会社勤めのあんたとは違い、自由業ですから」

「でも。いつも締切がとか言ってない？」

「それはそれ！　この間の続きも聞きたいし」

　目的はやっぱりそれかと思いつつも、こうして時間を作ってくれる親友に感謝をする。

「で、今日はどこに行こうか？」

「もちろん有紗の話をしっかり聞けるところでしょ。今日は逃がさないからね」

「わかったわよ。なら、駅前の和風居酒屋でいいよね」

「もちろん！　それでいいよ」

　にっこりと笑いながら返事をする楓花に肩を竦めるが、自分から誘ったのだからと覚悟をする。逆に言えばこんな状況だから素直になれるかもしれないと、心のどこかで期待した。

「それにしても、有紗から連絡してくるのもめずらしいね」

「そうかなぁ……」

「私としてはいい傾向だと思っているから、問題はないけど」

　なにがいい傾向なのかと突っ込む気になれないが、内心、彼女らしいと感じて胸を撫で下ろす。楓花がこういう性格だから救われている部分もある。

　そんなことを考えながら近くの居酒屋に到着する。温かみのある照明に照らされた空間には、会社帰りのサラリーマンやＯＬたちがそれぞれ楽しんでいた。

「それにしても、まだ早いのに店内はいっぱいだね」

「残業がない会社が多いからかも。うちの会社もそうだし」

「でも、あんたの場合は残業があるじゃない」

「それは、社長につきあって夕食を食べることがあって……」

「それって遠回しに有紗をデートに誘っていたってこと？」

　レモンサワーを飲んでいるせいか、いつも以上に饒舌になったところで、楓花から思わぬ質問に動揺する。

「そっ、それは秘書としてだし……口説かれたのは秋成くんと別れてからだよ」

「もう、全部話しちゃいなよ。こっちは会社まで押しかけた佐橋を、社長が追い払ったところまで知ってるんだから」

「って、なんで知ってるのよ！」

　情報を仕入れるのが早い楓花に疑問が残るが、それはさておき、この流れでは絶対に逃げられないのでこれまでのことを話す。

　誰かに打ち明けるのは恥ずかしいが、それでもひとりで悩むよりは気持ちを整理できるかもしれないと内心で思う。

「佐橋が最低なのはわかるし、けれど、社長さんは誠実な人だと思うよ」

「えっ……？」

「男が素顔をさらけ出せるなんて、よっぽどじゃないとできないもの」

　楓花の言葉をうまく飲み込めず、有紗は茫然とする。

「ましてや、会社の社長が秘書である有紗だけに素顔を見せるんだよ？」

「でも、社長は私をからかって……」

「からかってるだけじゃないから、社長に恋をしたんじゃないの？」

　あまりにも的確な言葉で心のうちを言い当てる、楓花の観察力に驚いて目を丸くする。満面の笑みを浮かべ、推理が当たったと言いたげな、親友の得意げな顔が恨めしい。

「楓花って人の心でも読めるわけ？　本当にいい性格だよね」

「有紗がものすごーくわかりやすいからだと思う」

「そんなことないもん」

　ほどよく身体に回るアルコールと酒のつまみを食しながら女子会は続く。ジューシーな肉汁がたっぷりのから揚げに、サクサクとした食感に舌鼓みをしながら話に花を咲かせた。

（それにしても、楓花にいじられるようでなんだかな……）

　ウーロン茶が入ったグラスを揺らしながら考えるものの、どうすれば負かすことができるのか思案する。

「私が思うには、有紗が素直になったらいいだけの話じゃない」

「それは……」

「私には社長さんのことなんてわからないけれど、それが恋というものだよ」

「それはわかっているけど……」

　自覚があるだけに楓花の言葉が胸に染みる。どうしたら歩み寄れるのかと不思議になるが、少しだけでも素直になりたいと心から思いはじめた。

　そんな気持ちが伝わったのか、笑みをこぼして楽しそうにビールを飲む楓花は実に機嫌がよさそうだった。

「しかし、佐橋もいい気味よね。社長さんにめった斬りされて……」

「それはもういいよ。私だって悪いところがあったし、勉強にもなったから」

「有紗のことを大切にしない男に、私の親友を任せられない！」

　お酒の勢いでそんなことを言い出す楓花だが、彼女が自分を心配する様子が伝わってくる。思えばこんな時ぐらいしか本音で話せなかったりもする。

「それより、楓花の方はどうなのよ。新一先輩と上手くやってるの？」

「先輩は面倒見のいいタイプだし、有紗に心配されなくても大丈夫です」

　親友とお酒を飲みながら本音を語り合ったところで、自分たちが大人になったのだと実感する。なのに恋愛に関しては大人になるどころか、いつまでたっても子供のままなのだとちょっと反省するしかなかった。










　楓花に自分の気持ちを打ち明けたことで、少しだけ気持ちが楽になった翌日。有紗は意を決して会社に出勤する。

　急に素直になれないとしても少しずつ椎名と向き合っていきたいと思えたのは、やはり楓花と本音を語り合ったことが大きい。そんなことを考えながら街路樹が生い茂っている道を歩いていると、弥生の姿を見つけて合流した。

「おはよう、有紗。今日は機嫌がいいみたいだけどなにかあったの？」

「特にそんなことはないけど……」

「今日の有紗はすっきりした印象があるし、やっぱり綺麗になったよ」

「おだててもなにも出ないし」

　素直になろうとしている気持ちが少し伝わったのだろうかと思案するものの、どうして弥生がこんなことを言い出すのかわからない。

　けれど、からかっている様子もないので調子が狂う。

「思ったことを言っただけだよ。有紗を相手におだてるわけがないし」

「そうかもだけど……」

「やっぱり、恋している女子って綺麗になるもんね」

「って、なにを言い出すの!?」

　満面の笑みを浮かべている弥生に、なにを説明すればいいのかと首を傾げる。素直になると決めたはずなのに思っていたよりも難しく、うなだれながら歩く。

　それ以上に女子の洞察力が鋭いことに改めて驚くしかない。

「そんなに驚かなくてもいいいじゃない。いまさら」

「……弥生って妙に鋭いところがあるからね」

「そんなに拗ねないの……。有紗」

「宥められても腑に落ちないんですけど」

　少し複雑な気持ちになりながらも更衣室に到着し、会話が途切れる。そこで素早く着替えを済ませて社長室へと向かうが、自分の気持ちから逃げているかのようにも思えてならなかった。










　社長室へと脚を運び、椎名がまだ来ていないことを確認して胸を撫で下ろす。素直になろうと決めたはずなのに、簡単には自分の性格を変えられないらしい。

（そもそも、素直になれたら苦労しないよ）

　机の上を整理しながらそんなことを考えてため息をつく。自分が思っていた以上に恋愛とは難しいのだと実感する。

　そこでドアが開く音が聞こえると、椎名が部屋に入ってきた。

「おはようございます、有紗さん」

　いつもと変わらぬ優しげな声に鼓動が早鐘をうち、慌てて振り返る。と、紳士的な精悍な顔が微笑むので気が気ではない。

　椎名にはいくつの顔があるのだろうと考えてしまう自分に呆れ、首を横に振った。

「おはようございます……」

「なにをそんなに慌てているのですか。やはりあなたはかわいくてたまらないですね」

「そっ、そんなことはありません」

　椎名が朝から口説いてくるのはもはや日常と化したが、そのたびに胸が壊れてしまいそうなほどドキドキしてしまう。どうしても勝てそうもない相手だからこそ悔しくなるのだ。

　これでは楓花に話を聞いてもらった意味がない。そんなことを考えてみるが……。

「今日こそは私とデートしませんか？　明日は休日ですし」

「それは……。でも、以前ならもっと強引だったのに、どうして？」

「最近は急ぎ過ぎたので、あなたの気持ちを尊重したいのです」

　いまになって有紗の気持ちを尊重したいと言われてもずるいと思う。だが、そんな椎名の優しさが伝わり、泣きたくなるような胸の痛みに変わる。

　ここで素直に返事ができたらどれほどいいのかと思ったところで、椎名がいじわるげに微笑む。

「至急、秘書室にこれを届けてくれますか？」

「えっ……？」

「資料を届けるように堀川くんから言われたのです」

「はっ、はい……」

（って、仕事中なのに……私のバカ）

　ここが会社であると思い出して急に恥ずかしくなった有紗は、手渡しで書類を受け取ろうとする。なのに指先が触れ合っただけで心臓が早鐘を打ち続けてしまう。

　いまにもあふれ出しそうな気持ちをこらえて踵を返す。社会人である以上、仕事を最優先するべきだ。

「わかりました。すぐに届けてきます」

「そうしてくださるとありがたいです」

　ここでにこりと微笑まれたらどうすることもできずに、有紗は急いで社長室を後にする。仕事中なのにドキドキしてしまう自分が恨めしくて、どうしたものかと思案するしかなかった。










　秘書室に到着し、新一の姿を探すものの見つからずにどうしたものかと考える、そこで机に座っているゆかりと目が合った。

「どうしたの有紗、誰かを探してるの？」

「はい、社長から室長に書類を届けるように言われたので……」

「室長ならさっき常務に呼び出されたから、私が書類を渡しておくわ」

「ありがとうございます」

　早く届けなければと思っていたのに、新一がいないとなると拍子抜けをする。しかし、幸いにも仲がいい先輩に預けられるのが頼もしく、持っていた書類をゆかりに手渡す。

「社長と言えば、お見合いをするって噂になっているけど結婚するのかな？」

「えっ……？」

「どっちかっていうと社長ってミステリアスじゃない？　だから、あくまでも噂だけどね」

　ゆかりがなにを話しているのかすらわからないほど、胸が激しく軋み、いまにも泣き出しそうになる。秋成に二股を掛けられたときよりもずっと苦しくて、せつなくてたまらなかった。椎名は有紗の恋人ではないし、彼がお見合いをしても問題ないはずだ。それなのに……。

「有紗、どうしたの？」

「えっ……？　あっ……」

「具合が悪そうだけど、大丈夫」

「だっ、……大丈夫です」

　いまにも崩れ落ちそうなほどの身体を支え、心配そうなゆかりに微笑む。彼女のせいではないと言い聞かせないとこの場から逃げてしまいそうだった。

　誰も悪くない。

　頭の中ではそれがわかっているのに気持ちが追いつかない。かろうじて仕事に関しての話はできたものの、それ以上の会話をするどころではなく秘書室を出て、エレベーターに乗る。

　ひとりになった空間は想像以上に寂しくて、有紗の頬に涙の雫がこぼれ落ちていた。

　いまなら恋というものが、これほどつらく苦しいものだとわかる。それどころか痛みを感じずに別れた以前の恋愛が、本物だったのかもわからない。

（社長だから秋成くんを簡単に忘れさせてくれたし、本当の恋を教えてくれたんだ）

　そんな簡単な答えすらもわからないで、素直になれない自分なら呆れられてもしかたがない。なにもかもが遅すぎた恋の痛みに涙が止まらなかった。










　その日は椎名の前で泣きそうになるのをこらえて、どうにか退社時刻を迎えることができた。別れの言葉を口にされたくないし、椎名との甘い時間をまだ終わらせたくなくて避けてしまう。

　せめて、椎名を忘れられなければいけない。そう思っていてもそばにいることが苦しく、後一歩で逃げ出せると、心の中で思っていた。

「それじゃ、お先に失礼しま……」

　挨拶をして早くここから逃げ出そうとしたところで、腕をつかまれてしまい混乱する。これ以上そばにいたら、きっと泣き出してしまいそうなのにと思いながらも、なんとかその腕から逃れようとした。

「どうして、私を避けているんですか？　有紗さん」

「……っ」

「どうして、俺から逃げようとしてるのか、その理由を話してくれ」

「お見合いするのに、どうしてそんなことを聞こうとするんですか!?」

　みっともない自分をさらけ出したくなかった。それなのに俺様な強い口調で問いつめられたら、ごまかしたいのに嘘がつけなくなる。

「もう、嫌なんです。社長はお見合いするのに、好きになっていくのが……」

「どこからそんなことを聞いたのかわからないが、この涙は俺のためなのか？」

「そんなはずはないじゃないですか？」

　強気で言い返してもあふれてくる涙が止められず、どうしていいのかもわからなかった。なのに、重いと痛みだけが有紗の心を鋭く突き刺し、自分でも止められない。

「もう強がらないで、全部俺にぶつけちまえよ。ありのままのおまえでいいんだ」

「社長……？」

「有紗のすべてを受け止めてやるから、いくらでも自分をさらけ出せ」

　椎名がなにを言っているのかわからないまま、耳元で『愛している』とささやかれる。なにが起こったら空耳が聞こえるのだろうか、考える暇もなく抱きしめられていた。

「愛している。おまえがこの会社に入社したときから、そばにおきたいと思うほどにな」

「えっ……？」

「恋人がいると知っていたが、おまえに惹かれていく気持ちは止められなかった」

　奪おうと何度思ったかわからないが、有紗を傷つけたくなかったのでそれができなかった。椎名からそれを聞かされ、有紗はまた涙がこぼれて止まらなくなる。

　それなのにお見合いというのはどういうことなのだろうかと思うが、それを聞ける状況でもない。

「これ以上のことが聞きたいなら、今夜は俺の部屋に来い」

「どっ、どうして？」

「おまえは本当に鈍いよな。俺が目を離したら悪い野郎にさらわれるぞ」

　耳元でささやかれた言葉に魔法をかけられ、いつの間にか首を縦に振る。そこで頭を撫でられて顔を上げると、いつになく真剣な瞳をした椎名がいた。

「もう離してやらないから、俺のものになっちまえ」

「えっ……？　でも……」

「この先が知りたいのなら、俺の部屋に来れるよな」

　有紗の心を読んでのこの台詞が悔しいけれど、素直に安心している自分に気づき我ながら身の変わりの早さに呆れる。けれど、たったひとりの最愛の人だからなにもかもを預けられるのだと、有紗は心の底から思っていた。










　椎名の車でマンションに到着し、部屋に移動すると鍵をしめたと同時に後ろから抱きしめられる。一日中胸が張り裂けそうに痛かったはずなのに、いまは穏やかな気持ちになれた。

「あの……、社長がお見合いするって話、本当なのですか？」

「取引先の社長から娘と見合いしないかって話があったのは事実だ。でも、断ったがな」

「えっ……？」

「惚れた女がいるのに見合いする気になれないだろう」

　椎名の口から聞かされる噂の真相を聞かされ、ようやく気持ちが落ち着く。しかし、あまりの混乱で好きと言ってしまったことを思いだして、恥ずかしくてたまらない。

　なのに、腕の中に閉じ込められて逃げ出すこともできなくなった。

「有紗が素直になるなら見合いも悪くないな」

「そっ、それは……」

「おまえを素直にさせたかったから、そう思ってもしかたないだろう」

「ちょっ……」

　耳に楽しげな声が響くだけで胸がドキリと高鳴り、身体中が熱くてたまらなくなる。それなのにお姫様抱っこで持ち上げられて慌てふためく。

　目と鼻の先に彼がいる。それを意識しただけで心臓が壊れそうだ。

「まっ、待ってください……。私」

「待つつもりはないから、覚悟しとけよ」

「ですが、こんなの恥ずかしくて……」

「そんなに顔を赤らめて、俺に抱かれることを期待してるのか？」

　にやりと顔を歪ませて卑猥なことを言う椎名に驚愕し、好きになる人を間違えたような気がしてしまう。いまからでも逃げ出すことは可能だろうかと考えるが、それ以上に嬉しいと思う自分がいる。

　恋をしてしまえばなにもかも許せてしまえると初めてわかったところで、寝室へと到着し、ベッドに寝かされていた。

「愛しているから、俺と結婚してくれないか？」

「えっ……？」

「もう二度と有紗に感じない女なんて言わせないし、俺がすべてを愛してやる」

　眼鏡を外してまっすぐに自分を見つめながら呟く言葉に、涙がとめどなくこぼれ落ちる。ほかの誰かではなく、好きな人に愛されることがこんなにも嬉しいことなんて知らなかった。

　自分を組み敷いている彼の表情に、鼓動がどくんと跳ねる。

「でも……。私は」

「つべこべ言わず、有紗は俺のものでいればいいだろう。もう二度とほかの男に指一本触れさせないんだ」

「はっ、はいっ！」

「それから、社長呼びと敬語は禁止。恋人なのにおかしいだろう」

　耳元でささやかれる甘い言葉にまだつきあっていないと言いたくなる。けれど、この手を振りほどくこともできないのなら、もうしかたがないのだろう。

「わっ、わかったから……。恋人になってあげるわよ」

「それでいい。ただし、会社ではいままでと同じにしてろよ」

「そんなの、言われなくてもわかってるから！」

　有紗の不器用な性格すらも熟知している恋人は、笑いながら額にくちづけを落とす。そんな姿ですらかっこいいと思ったことは秘密だ。

　ふたりめの恋人。なのに、愛されている深さですらも違う。

「しゃ……、荘介さんはかっこよすぎるからずるいの」

「その言葉、そっくりおまえに返すよ。どれほど有紗がかわいくてしかたないのか、わかっているのか」

「そっ、そんな……」

「ずっと好きだったんだ。初めて会った時から……」

　あくまでも有紗を大事にしたいから、恋人がいると知って様子を見ていたのだと言う。そのため、有紗の前では紳士的な社長でいたのだと教えられる。

　ずっと自分を困惑させてきた素顔ものは、椎名が有紗を守ってきたからだと初めて気づく。

　運命の人はずっとそばにいてくれた。それなのに前の恋を断ち切ることさえもできなかった。

「もっと早くあの男から奪っていたら、苦しい思いはさせなかったのにな」

「そっ、そんな……！」

「悪かった。……許してくれ」

　身体を震わせながら謝罪を口にした椎名から、本気の思いが痛いほど伝わる。だから、愛されることを知らなかった有紗は、必死で抗おうとしていたのだろう。

　どうして椎名に対してこんなにも頑なになっていたのか、いまならその理由がわかる。その証拠に、唇に落ちた甘いキスを受け入れると心地いいと感じてしまう。

「私、社長にそこまで思ってもらえる女じゃないし、それに感じない女なんて元彼に言われて……」

「そんなことは、もう忘れちまえよ。有紗は自分の身体がどれほど感じやすいか知っているだろう」

「でも……もし、本当に感じなかったって思うと……」

「なにも変わらないし、おまえを感じさせてやれない自分に腹が立つだけだ」

　優しく頬を撫でられて呟かれた言葉に涙がこぼれたところで、ブラウスのボタンをあっという間に外される。

　幸せの余韻に浸る間もなく耳元から首筋に舌が這い、あっさりブラジャーのホックを外された。

「もっ、もう……。いきなりなんだから」

「おまえがどんなに感じるのか、教えてやらないとだろう」

「そういう意味じゃなくて……っ」

　露わになった乳房を鷲づかみにされたせいで腰がビクリと跳ねてしまい、恥ずかしくてまなじりに涙が浮かぶ。淫らな自分を見せたくないと思っていても、彼に触れられるだけでどこもかしこも感じてしまう。

「有紗はそのままでいいんだ。どんなにはしたない女でも俺が愛してやる」

「えっ……？」

「それに、俺にしか感じない身体にしてやりたいぐらいなんだ。ほかの男を受け付けないのなら願ってもない」

　ふっと優しく見つめられて涙腺が緩み、自分はどれだけこの人に泣かされたらいいのだろうと考える。けれど、これが疑いようのなく愛されている証拠なのだと素直に思えた。

「愛している。俺のかわいい有紗」

　耳元に寄せられた唇がその言葉をささやくのと同時に甘噛みをされ、くすぐったさに身体を捩らせる。ぞくりとした震えに身も心も恍惚とさせられ、組み敷かれながらもがく。揉みしだかれた乳房からほとばしる愉悦と、耳朶を甘噛みされた乙女はこの快楽から逃れられない。

「あっ……ふぁ……」

「まだ胸を触っているだけなのに、淫乱なんだな。有紗」

「ちがっ……」

「こんな女を感じないと言える男に原因があるだろう。それを有紗のせいによくできたものだ」

　自分のせいだと思っていたのに、椎名がくれた言葉が有紗のなにもかもを溶かしていく。驚いて目を見開くと、首筋から降りた下が乳房をペロリと舐めた。

「ひゃっ……そこ、舐めちゃだめぇ」

「いい子だ、もっと俺に感じてろよ。おまえの感じる身体を愛でさせてくれ」

「やぁ……んっ……」

　椎名の口に乳頭が含まれると、有紗の口からひときわ大きな嬌声が漏れる。恥ずかしい自分を好きな人に晒しているのがいたたまれないのに、椎名を感じていられる喜悦が有紗を狂わせた。

　唾液で濡れて赤く尖った乳首に羞恥心を煽られ、全身が甘く蕩けていく。

「この乳首も感じやすいよな。本当にかわいい身体だよ」

「本当に……そうなのですか？」

「俺だけがそう思っていればいいだろう」

　まだ愛されることに慣れていないから臆病になる。それを知っているから椎名は思いをぶつけてくるのだろう。

　これほど大切にされていると感じたこともないし、この人以上に自分を愛してくれる人はいない。胸から辿ってきた淫らな指と舌がくり返していく愛撫から伝わると、有紗はたまらず椎名に抱きついた。

「こっちも脱がすぞ、いいな」

「……っ」

　腰を抱きかかえながら、かろうじて身につけていたショーツですらも脱がされる。すでに濡れそぼった蜜芯が指でもてあそばれただけで身体中にぞくぞくとした快感に溺れていく。

「こんなに濡らして、ここをかわいがって欲しかったのか？」

「やぁ……やだぁ……」

　ぐちゅぐちゅとした淫らな水音に、鼓膜を擽られたところで身体が自由になる。なにが起こっているのかわからないまま、服を脱ぎ捨てた椎名は再び、有紗を組み敷いた。

　彼の体温に包まれた心臓が高鳴り、舌でうなじをなぞられる。

「ふぁっ……そこっ」

「うなじを舐められるのかそんなにいいのか？」

「わかんなっ……」

　椎名から与えられる快感に全身を蝕まれ、有紗は身を委ねることしかできずに腰をくねらせる。触れ合う肌の熱さに翻弄されながら胸を揉みしだかれ、何度もキスをされていく。

「こんなにかわいいおまえは俺以外に見せなくていい」

「社長……」

「荘介だろう？」

「荘介さ……んっ」

「呼び捨てで呼べば、ご褒美をやるよ」

　甘い誘惑に逆らうことができず、全身が甘い快楽に漂うと抑えきれなくなる。

「荘介が好きっ！」

「いい子だな。約束通りにくれてやるよ」

「ふぁ……んっ……」

　淫らに蠢く指と舌が有紗の身体により甘美な悦楽を与え、ベッドに縫いつけられる。そこで濡れた下腹部に顔を埋めた椎名は、脚の付け根をなぞっていく。

「ここをこんなに濡らして、もっと気持ちよくしてやらなきゃな」

「ひゃっ……ああっ……」

　秘裂を擦りつけてくる卑猥な指先がぐちゅりとしたはしたい音を鳴らし、花芽を舌で蜜を舐め啜られる。身悶えるほどの官能に蕩かされた乙女の身体は、最愛の恋人に愛されて花が開く。

「あっ……」

「ご褒美はしっかり受け取るものだろう。有紗」

「いっ、いじわる……」

　小さな秘粒を舐め転がされてしまい、快楽に脚が震えたところでやっと唇が離れる。おかしくなるほど蕩かされた秘めやかな部分からは、甘い蜜液がとろりとこぼれ落ちた。

　好きな人を全身で感じられることがこんなにも嬉しいと感じた瞬間、椎名に抱き起こされる。しっかりと身体を密着させて抱き合うだけで、こんなにも愛しいものだとは知らなかった。

「お見合いなんてしたら、絶対に許さないんだから」

　心と身体が蕩かされたせいで、誰にも言うことのなかった本音をぽつりと漏らす。

「有紗はそんなに俺が好きだったのかよ。おまえにはかなわないな」

「そうよ。好きになっちゃったんだから……」

「だったら有紗は俺の嫁になればいい。わがままなおまえごと永遠に愛してやる」

　ずっとこんな自分を誰かに知られるのが怖くて隠していたはずなのに、あたりまえのように受け止められて茫然とする。こんなに簡単ならもっと早く口に出すべきだったと後悔した。

　そんな気持ちまでを包みこむように抱き起こされながら互いの唇を貪り合わせ、唾液を銀糸のように繋ぎ合わせた。

「愛している。俺のかわいいわがまま姫」

「私も愛しているから」

　社長と秘書という関係から恋人へと変わった瞬間、花壺に椎名の肉茎が押し入る。圧迫感があるものの彼を受け入れている喜びに勝り、有紗はたくましい身体にしがみつく。

「ああっ……んっ……」

「気持ちよさそうな声だな」

「ちがっ……」

　狭い隘路を入ってくる熱と羞恥心に煽られ、首を横に振って否定する。なのに、抉るような動きで掻き回されてしまい、有紗は甘い吐息を漏らすのが精一杯だ。

　ずんと突き上げられた蜜壁を擦りつけてくる熱杭に、すべてを塗り替えられた身体は素直に椎名を感じることしかできない。

「ここが気持ちいいんだよな。ほら」

「そこ……だめぇ」

「かわいいな。本当に……」

「わたし……」

　ぐいっと腰を掴まれて、より深い場所に剛直が抽挿をくり返す。じわじわと身体中を侵食する官能の波に支配され、新しい蜜があふれ出して淫らにつながろうとする。

　どちらともなく重なり合う唇さえも愛しくて、本当に好きな人と抱き合う充足感に包まれた。

「愛しているから、永遠に俺だけのものでいて欲しい」

「はいっ……」

　最奥を突き上げる灼熱の楔に蹂躙され、有紗は甘美な愉悦にたゆたう。失いかけた意識の中で椎名に抱きつくと、媚肉を抉るように突き上げられる。

　蜜路を突いてくる肉茎の動きがスピードを速め、激しく蜜壁を打ちつけていく。

　高まる鼓動が抑えられなくて愛しさで満たされる。そこで意識が朦朧とし抱きしめられていた。

「愛している。有紗……」

　その声とともに抱きしめられて身を預けると、優しそうな瞳に見つめられ頬にキスをされる。その男らしい胸の中に閉じ込められ、有紗はようやく本当の恋愛にたどりついた安心感に目を閉じた。


















エピローグ












　身も心も結ばれて正式につきあいはじめ、有紗はあいかわらず椎名に振り回されていた。そもそも公私の区別をきちんとつけているはずなのだが、ふとしたはずみに溺愛スイッチが入ってしまう。

　それがいまの有紗の悩みでもあり、そのせいで社員たちにもつきあっていることを気づかれはじめていた。

「どうして、社長はああなんだろう。最近は女子社員たちから質問攻めなのに」

「しかたないだろう。社長がおまえを手に入れたら、むしろ男性社員を牽制するのは目に見えていたからな」

　今朝も更衣室で女子社員たちに囲まれそうになったが、弥生が機転を利かせてくれたおかげで社長室に逃げてきた。しかし、息つく暇もなく新一が社長室にやってきたため不機嫌だった。

　そもそもつきあいはじめてすぐに誰よりも早く察知する新一が恨めしい。だが、おそらく楓花から話を聞いていたのだと推測する。

「前はこんなことなかったのに、本当に困るんだよね」

「そこで前と比べるなよ。どう考えても佐橋が最低だしな」

「男の人でもそう思ってたんだ……」

　誰が聞いても秋成は最低だったらしく、大学時代の友人たちからも別れたことでそんな話を聞くことがある。どうやら周囲は自分のことを心配していたらしく、有紗もまた聞く耳を持たなかったことが悔やまれた。

「あいつはいまでも女漁りをしてるらしいぜ。そんなことをして将来を考えないのかよ」

「いいんじゃないの。秋成くんの人生だもの」

「なんか冷たいけど、その通りだな」

　もう二度と秋成と人生が交わることはないが、幸せだけは願っていよう。そう思えた瞬間、部屋のドアが開く。

　明らかに不機嫌な顔をしている椎名に、仕事中であっても愛おしさがあふれてくる。

「私のいない間、有紗に手を出そうとしてないですよね。堀川くん」

「誰も手を出しませんから、その顔はやめてください」

「なら、いいのですが……」

　にこりと紳士的に微笑んでいるのに、どこか威圧的に思えるのはたぶん有紗の気のせいじゃない。その証拠に新一が素早く立ち去っていく様子を茫然と眺めると、社内であるにもかかわらず背後から抱きしめられる。
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「あなたという人は職場で堂々と浮気ですか？　今夜はたっぷりお仕置きするしかありませんね」

「ちょっ……、どうしてそうなるんですか！」

「まぁ、私としてはそれはそれで愉しめそうですが」

　なにを考えているのかわかり、小刻みに脚が震える。が、新一が相手でも容赦なく嫉妬するのだから手に負えない。

　楓花や弥生からは溺愛されていると言われるのだけれど、有紗からすればいたたまれないのだ。

「私と新一先輩になにかあるはずがないじゃないですか？」

「それでも、かわいい有紗に悪い虫をつけたくありません」

「どうしたら機嫌を直してくれるのですか」

　こうなってしまえば不機嫌を直してもらわなくてはならないので、とんでもない要求をしてくるのがわかっているけれど聞くしかない。

　その証拠に眼鏡を外した椎名が、鋭い視線で有紗を見つめてくる。

「キスで許してやるよ。それとももっと淫らなおしおきがいいか？」

「って、会社で彼氏モードにならないでっ！」

「おまえが俺をこうさせるんだから、責任を取れるよな」

　あいかわらず椎名に振り回されているせいで、一筋縄ではいかない恋人だと思う。しかし、強引にキスをされてしまえば、それだけで楽しくてドキドキしてしまう。

　二度目の恋は振り回されてばかりだとつくづく思う。なのに、椎名に抱きしめられて今日も幸せを噛み締めていた。
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